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はじめに

関東平野の北西部に群馬県は位置し、前橋市はその中央、上毛三山のひとつ名峰赤

城を背にし、利根川や広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情に溢れる県都です。

豊かな自然環境にも恵まれ、 2万年前から人々が生活を始め、縄文時代の遺跡も、市

内の随所に存在します。

古代において前橋台地は、広大な穀倉地帯を控え、前橋天神山古墳などの初期古墳

をはじめ王山古墳・天川二子山古墳といった首長墓が連綿と築かれ、上毛野国の中心

地として栄えました。また、律令時代になってからは総社・元総社地区に山王廃寺、

国分僧寺、国分尼寺、国府など上野国の中枢をなす施設が次々に造られました。

中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけず、った地とし

て知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東三名城の一つ

に数えられ、「関東の華jとも呼ばれた厩橋城が築かれました。

やがて近代になると、生糸の一大生産地であったことから、横浜に至る街道は「日

本のシルクロード」とも呼ばれ、横浜港からは前橋シルクの名で海外に輸出され、近

代日本の発展の一翼を担いました。

今回、報告書を上梓する元総社蒼海遺跡群 (56) ・(61) ・(72) ・(73) は、上野国府

推定区域や上野国分僧寺・国分尼寺などの施設を擁する古代上野国の中枢地域であり、

多くの注目が集まっております。今回の調査では、国府そのものに関連する遺構の検

出・確認はかないませんでしたが、縄文時代の竪穴住居跡をはじめ、古墳時代から平

安時代にいたる多くの竪穴住居跡を調査しました。今回の調査成果をはじめとしてこ

れまでの調査成果の蓄積は、国府や国府のまちの姿を再現するための資料と考えてお

ります。残念ながら、現状のままでの保存が困難なため、記録保存という形になりま

したが、今後、地域の歴史・前橋の歴史を解明する上で、貴重な資料を得ることがで

きました。

最後になりましたが、関係機関や各方面の多大なるご配慮・ご尽力により調査事業

を円滑に進められことができました。また、記録的な猛暑そして寒風の中、発掘調査

担当者・作業員のみなさんに厚くお礼申しあげます。

本報告書が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。

平成26 年 3月

前橋市教育委員会

教育長佐藤博之



本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社蒼海遺跡群 (56) ・(61) ・(72) ・

(73) の発掘調査報告書である。

調査主体は、前橋市教育委員会管理部文化財保護課である。

発掘調査の要項は次のとおりである。

場 所 群馬県前橋市元総社町1614 番地 1

発掘調査期間 平成25 年 7月10 日~平成25 年12 月10 日

整理・報告書作成期間 平成25 年12 月11 日~平成26 年 3月 7 日

発掘・整理担当者 藤坂和延

本書の原稿執筆・編集は藤坂が行った。

発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

神山早苗・佐藤簡詳・関根その子・高橋民雄・武井洋子・中津光江・中林美智子・奈良精一・平林しのぶ・

町田保則・茂木昭弘・山川明男

発掘調査で出土した遺物は、前橋市教育委員会文化財保護課で保管されている。

一一一一同例
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ほか査調
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挿図中に使用した北は、座標北である。

挿図に国土交通省国土地理院発行の 1 : 200 ，000 地形図(宇都宮、長野)、 1: 25 ，000 地形図(前橋)、 1: 2 ，500 

前橋市現形図を使用した。

遺跡の略称は、 25A130-155 ・25A130-160 ・25A130-17 い 25A130-172 である。

遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

日一古墳・ 奈良 ・平安時代の竪穴住居跡 C …方形周溝墓

P …ピット・貯蔵穴 X…性格不明遺構 O …風倒木跡

遺構・遺物の実測図の縮尺は、原則的に次のとおりである。その他、各図スケールを参照されたい。

遺構全体図… 1/200 ・住居跡・竪穴状遺構・溝跡・土坑・ピット… 1/60 竃・炉平・断面図…1/30

遺物 土器・鉄製品… 1/3、1/ 4 石器・石製品・土製品…1/ 1、 1/3 鉄器・鉄製品… 1/2

瓦…1/ 6

計測値については、( )は現存値、[ ]は復元値を表す。

セクション注記と遺物観察表の色調については、新版標準土色帳(小山・竹原 1967)

遺構平面図の一一 は推定線を表す。

仔d凡

1 

2 

3 

4 

A …道路状遺構w...溝跡、T …竪穴状遺構

を基準とした。

D...土坑
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スクリ ーントーンの使用は、次のとおりである。

焼土…~ヨ 粘土…臣室霊園

構築面…W////A

須恵器断面・・・

緑柚陶器断面…EZ三司

いぶし焼成…I，...; -'" .] 

主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。

(浅間 B 軽石:供給火山・浅間山、 1108 年)

(榛名二ッ岳伊香保テフラ:供給火山・榛名山、 6世紀中葉)

(榛名二ッ岳渋川テフラ:供給火山・榛名山、 6世紀初頭)

(浅間 C 軽石:供給火山・浅間山、 4世紀前半)

遺構平面図

遺構断面図

遺物実測図
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9 

灰柚陶器表面一[~':'~:"/(~ 

粘土、たたき…匿玄翌週

石;煤、被熱痕…~亙国

灰柚陶器断面・・・F"..........I
内黒・・・rz:二二コ

煤、炭化物付着…[ill蕊 illl

11 

As-B 

Hr-FP 

Hr-FA 

As-C 
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I 調査に至る経緯

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、 13 年目にあたる。本調査地は、

周辺て、埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。

平成25 年 7月 日付けで、前橋市長 山 本龍(区画整理第二課)より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区

画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受

け、 7月10 日に現地での発掘調査を開始するに至った。

遺跡名称は区画整理事業名を採用し、過年度に発掘調査を実施した遺跡と区別するための数字を付し、それぞ

れ「元総社蒼海遺跡群 (56) J (遺跡コード:25A155) ・「元総社蒼海遺跡群 (61) J (遺跡コード:25A160) ・「元

総社蒼海遺跡群 (72) J (遺跡コード:25Al71) ・「元総社蒼海遺跡群 (73) J (遺跡コード:25Al72) とした。

11 遺跡、の位置と環境

l 遺跡の立地

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地の利根川|左岸、東部

の広瀬川低地帯という 4つの地域に分けられる。

本遺跡の立地する前橋台地は、約24 ，000 年前の浅間山噴火によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被

覆するローム層(水成)から成り立っている。台地の東部は、広瀬川|低地帯と直線的な崖で画されていて、台地

の中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と

推定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かつ

て流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との

比高 3m~5mを測り、段丘崖上は桑畑を主とした畑地として利用されてきた。

本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約 3 km の地点、前橋市元総社町地内に所在している。南東へ約

1 km の所に上野国総社神社があり、すぐ西には関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の南側には国

道17 号線、主要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの幹

線道路を中心にオフィスビルや大規模小売屈が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入ったところ

に位置し、周囲には田畑が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。

2 歴史的環境

本遺跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山

王廃寺、 古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割を利用し築かれたとされる

蒼海域があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴史

を物語る多くの新しい知見が集積されている。

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地

域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。

弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ケ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだりである。

- 1 ー



Fig.l 元総社蒼海遺跡群位置図
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古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡の北東に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するものに

は、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ横穴式両

袖型の石室が築造された前方後円墳の総社二子山古墳、両袖型横穴式石室をもっ方墳の愛宕山古墳、県内古墳最

終末期と考えられ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳があり、この地域と中央との関係を考えるうえ

で重要な意味をもっ古墳群といえる。また、宝塔山古墳の南西500m には白鳳期の建立と考えられる山王廃寺跡(放

光寺)がある。さらにこの寺の塔心礎や石製鴎尾、根巻石等の石造物群は、宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石

室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この寺は上野地域を治めていた「上毛野

氏」の氏寺であり、この古墳群には「上毛野氏」一族が葬られているとも考えられている。これらから、この地

が「車評jの中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能していた様子が窺える。なお、平成18 年度

から 5 カ年計画で「山王廃寺範囲内容確認調査」が実施され、平成18 年度では「講堂jの版築基壇や「回廊」の

北東根石、平成19 年度では「金堂」の版築基壇や「回廊」の西側根石が、平成20 年度では「塔」の基壇とその周

辺部が確認された。さらに平成21 年度では「推定中門jと「西側南側回廊J の周辺部が、平成22 年度は北西隅の

回廊と接するように「基壇建物跡」と「北方建物郡」が確認された。

奈良・平安時代になると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済的・

文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動拠点で地方を統治する機能をもっ国府

は、元総社地区に置かれたとされる。

国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や「園厨JI曹司JI国」

「邑厨J 等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡などがある。また、国府域の推定を可能にした

大規模な東西方向の溝跡が検出された閑泉樋遺跡や元総社蒼海遺跡群 (7) (9) (10) と南北方向の溝跡が検出さ

れた元総社明神遺跡の調査成果により、国府域の東北外郭線が想定されるに至った。さらに、周辺遺跡からは、

官人が用いたと考えられる円面硯、巡方(腰帯具)、緑?陶器も出土し、国府について考えるうえで貴重な資料となっ

ている。

国分僧寺は大正15 年に国指定史跡となり、昭和40 年代から部分的ながら調査が進められるようになった。本格

的な発掘調査は昭和55 年12 月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、塀等が確認されている。さらに、国分尼寺の

調査では、昭和44 ・45 年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった。平成12 年

に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と南西隅の築垣、それと平行する溝跡や道

路状遺構が確認された。国分僧寺、国分尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分僧

寺・尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘立柱建物群が検出されている。

また、群馬町(現高崎市)の調査等により、本遺跡から約1.51n l1南の地点に N - 64
0

- E 方向の東山道(国府ルー

ト)があることが推定されている。推定日高道は、日高遺跡で検出された幅約4.5m の道路状遺構を国府方面へ延

長したものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。

中世に至り、永享元年(1429) 、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海域は城郭としての機

能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城の

縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って造られていると推測される。

このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと

推定される元総社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11 年より継続

的に本地域の発掘調査が行われている。これにより、手付かず状態であった本地域の全容が明らかになっていく

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海域が解明されていくことを期待する。
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Fig.2 周辺遺跡図
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Tab.l 元総社蒼海遺跡群周辺遺跡、概要一覧表

番号 遺跡名 調査年度 時代:主な遺構・出土逃物

1 - 1 冗総社蒼海遺跡群 (56) 2013 本報告書所収遺跡

1 - 2 :n.;総社蒼海遺跡群 (61) 2013 本報告書所収遺跡

1 - 3 克総社蒼海遺跡群 (72) 2013 本報告書所収遺跡

1 - 4 アじ総社蒼海遺跡群 (73) 2013 本報告書所収遺跡

2 上野国分寺跡 1980~88 奈良・金堂基壇・塔基壇

3 上野国分尼寺跡 (1999) 奈良.西南隅・東南隅築指

4 山王廃寺跡 (1974) 奈良・塔心礎・恨巻石・金堂基壇・講堂版築・回廊礎石

7 王山古墳 1972 古墳.削方後円噴 (6 c中)

8 蛇穴山古墳 1975 古墳:方墳は c初)

9 稲荷山古墳 1988 古墳:円墳 (6 c後半)

10 愛宕山古墳 1996 古墳:円墳 (7 c初)

11 総社一子山古墳 未調査 古墳:削方後円墳 (6 c 末~7 c初)

12 遠見山古墳 未調査 古墳:削方後円墳 (5 c後半)

13 宝塔山古墳 未調査 古漬:方墳 (7 c末)

14 冗総社小学校校庭遺跡 1962 平安:掘11.柱建物跡・柱穴群・周濠跡

15 産業道路東遺跡 1966 縄文:住居跡

16 産業道路西遺跡 1969 縄文:住居跡

17 中尾遺跡(事業団) 1976 奈良・平安:住居跡

18 日品遺跡(事業団) 1977 弥生:水田跡・方形周1持基・住居跡・木製農具、平安:条里制水田跡
19 日両遺跡(品崎市) (1978) 弥生:水田跡

19 正観寺造跡 I~IV (高崎市) 1979~81 弥生・住居跡、古績:住居跡、奈良・平安:住居跡、中世:泌跡

20 
上野国分僧寺・尼寺中間地峨(事

1980~83 縄居文跡:・住掘居立柱跡建・配物石跡遺、構中世、弥:生掘立:住柱建居物跡跡・方・形滞周状泌遺墓構、・古道墳路状:住遺居構跡、 奈良・平安・住
業団

21 清里南部遺跡群・ III 1980 縄文:ピット、奈良・平安:住居跡・消跡

22 中島遺跡 1980 奈良・平安:住居跡

23 下東西遺跡(事業団) 1980~84 縄柵列文、:屋中外世埋:住窪居、弥跡生・泌:住跡居跡、古墳:住居跡、奈良・平安:住居跡・掘立柱建物跡 ・

24 国分境遺跡(事業団) 1990 古墳:住居跡、 奈良 ・平安 :住居跡、

24 国分境 II 遺跡 1991 古墳:住居跡、奈良 ・平安 :住居跡

24 国分境III 遺跡(群馬町) 1991 古墳:住居跡、 奈良 ・平安 :住居跡・畠跡、中世・ 土横墓

25 :n.;総社明神退閥、 I~XIII 1982~96 古墳:住居跡 ・水田跡・堀跡、奈良・平安:住居跡 ・消跡、中世ー住居跡・満跡

26 北原遺跡(群馬町) 1982 縄文:土坑・集石遺構、古墳:水田跡、奈良・平安・住居跡・偲立柱建物跡

27 鳥羽遺跡(事業団) 1978~83 古墳:住居跡・鍛冶場跡、奈良・平安:住居跡・掘立柱建物跡(神殿跡)

28 閑泉樋迭跡 1983 奈良・平安:消跡

29 柿木造跡・ H 遺跡 1983.1988 奈良・平安・住居跡・ i品跡
30 草作遺跡 1984 古墳.住居跡、平安.住居跡、 中世:井戸跡

31 
桜ケ丘遺跡

一ー・・・ー"・・ー
弥生 :住居跡

桜ケ丘遺跡 II 遺跡 1985 ，87 奈良 ・平安・住居跡

32 閑泉樋南遺跡 1985 古墳.住居跡、奈良 ・平安 :ii 出跡
33 後疋間遺跡 I~1Il (群馬町) 1985~87 古墳・住居跡、 奈良 ・平安 .住居跡、中世:道路状遺構

34 塚田村東遺跡(群馬町) 1985 平安.住居跡

35 寺田遺跡 1986 平安.構跡

36 天神追跡・ II 遺跡 1986 ，88 奈良・平安・住居跡

37 屋敷道路・ II 遺跡、 1986 ，95 古墳.住居跡、平安:住居跡、中世掘跡・石敷遺構

38 大友屋敷 II.III 遺跡 1987 古墳・住居跡、平安:住居跡 ・潜跡・地下式土坑

39 堰越造跡 1987 奈良・平安・住居跡・満跡

40 纏越II 遺跡 1988 平安:住居跡

41 昌楽寺廻向遺跡・ II 遺跡 1988 奈良・平安:住居跡

42 村東遺跡 1988 古墳:住居跡・満跡、奈良・平安.住居跡、中世:堀跡

43 熊野谷遺跡 1988 縄文:住居跡、平安:住居跡・浩跡

熊野谷 II'III 遺跡 1989 平安:住居跡

44 冗総社寺田遺跡 1 ~III (事業団) 1988~91 古墳:水田跡・消跡、 奈良 ・平安.住居跡、中世:flli 跡
45 弥勅遺跡・ H 遺跡 1989 ，95 古墳:住居跡、平安:住居跡

46 大屋敷遺跡 I~Vl 1992~2000 縄鴻文跡 :住居跡、古墳:住居跡、奈良・平安・住居跡、中世:据立柱建物跡・地下式土坑・

47 π総社稲葉遺跡 1993 縄文:土坑、平安:住居跡・瓦塔

48 上野国分寺参道遺跡 1996 古墳:住居跡、平安・住居跡

49 大友宅地添追跡、 1998 平安:水田跡

総社関泉明神北遺跡 1999 古墳:畠跡・水田跡・泌跡、中世:滞跡、
ー....... ~.._ .・ ー-ー・

総社閑泉明神北 II 遺跡 200 1 古墳:住居跡・泌跡、平安:住居跡・鴻跡......._-------
総社閑泉明神北V 追跡 古墳:水田跡、 奈良 ・平安 :住居跡

50 
2004 

元総社蒼海遺跡群 (7)
ー一ー一一一

奈良・平安.住居跡・減跡2005 
...~.・ .-..._--

元総社蒼海遺跡群 (9) ・(10) 2006 縄土文坑、:竪中穴世住:居潜跡跡、古墳.竪穴住居跡、奈良・平安 竪穴住居跡・銅立住処物跡・桝跡・

51 元総社宅地遺跡 1 ~23 トレンチ 2000 跡古墳、近:住世居:跡住居、平跡安 :住居跡・掘立柱建物跡・鍛冶場跡 ・消跡・道路状遺構、中位・ 1芯

52 元総社小見遺跡 2000 縄文:住居跡、 古墳:住居跡、奈良・平安:住居跡・掘立柱建物跡 ・油・道路状遺構

53 元総社西川遺跡(事業団) 2000 古墳・住居跡 ・畠跡、奈良 ・平安:住居跡・潜跡

54 総社甲稲荷塚大道西遺跡 2001 奈良・平安・住居跡・泌跡、中世:畠跡、近世:出跡
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番号 遺跡名 調査年度 時代:主な遺構・出土造物

54 総社甲稲荷塚大道西II 遺跡 2001 古墳:住居跡、 奈良 ・平安 :住居跡・溝跡、近世:溝跡

元総社小見内III 遺跡 2001 溝古墳跡 :住居跡・満跡、奈良 ・平安:住居跡・掘立柱建物跡・精跡、中世:掘立柱建物跡・

55 元総社小見内VI 遺跡
ー---ー.._--ーーー・--

奈良・平安:住居跡・溝跡、中世・井戸跡2003 
ー・ー・・・・・・・__且圃

元総社蒼海遺跡群 (12) 2006 古墳.住居跡、 奈良 ・平安 .住居跡、中世:井戸跡

総社甲稲荷塚大道西III 遺跡 2002 古墳住居跡、奈良 ・平安 .住居跡・畠跡・溝跡
一一一一一一一

56 総社閑泉明神北III 遺跡 2002 縄文:住居跡、古境:住居跡、奈良・平安:住居跡
-ーー・・・・.----晶 a

総社甲稲荷塚大道西IV 遺跡 2003 古墳:畠跡、中世 :畠跡

元総社小見II 遺跡 2002 縄状遺文構・住居跡、古境:住居跡、奈良 ・平安:住居跡・掘立柱建物跡、 中世・溝跡・道路

... ......_.ー.
元総社小見IV 遺跡 2003 縄文 :(:十足跡、古漬:住居跡、奈良・平安:住居跡、中世:満跡

57 
元総社小見V 遺跡

-ー.".--'・，ーー一
縄文 :住居跡、 古漬:住居跡、奈良・平安:住居跡、中世:掘立柱建物跡2003 

ー-------------
元総社小見VI 遺跡 2004 純文 :住居跡、古車電:住居跡、奈良・平安:住居跡

--トー・ーー・・・・・・・・
元総社蒼海遺跡群 (4) 2005 縄文:I主際跡、古.IJl::住居跡、奈良・平安: 住居跡

58 
冗総社小見III 迫跡 2002 y縄d文n:汀(j説:J否耐跡;、-_古通U瓦Z::平他安府跡;・長、京冨#lミ;・可平安E1 :.f住h扇居跡…・・例・ー跡・・、一中一世一…:刑一制・・;・泡略核瑚n
元総社草作V 遺跡

一日ー---一一
2002 

フE総社小見内IV 遺跡 2002 奈良・平安:住居跡・掘立柱建物跡・溝跡、中世:土墳墓
ーー-ー・・・・圃』ー-・・.

元総社小見内YIII 遺跡 2003 奈良・平安:住居跡 ・溝跡、中世.竪穴状遺構.........__...... 
元総社小見内IX 遺跡 2004 奈良・ 平安:住居跡、中世.溝跡

ー・ー一一一・・・
59 元総社小見内X遺跡 2004 古墳:住居跡、奈良 ・平安 住居跡・工房跡・粘土採掘坑、中世.満跡・土壌墓

一一ーーー一一
元総社蒼海遺跡群 (2) 2005 奈良・平安:住居跡・潜跡、中世・満跡・土墳墓

---・・・・ a且・・・・・_-
元総社蒼海遺跡群 (6) 2005 奈良・平安:住居跡・満跡、中世:溝跡・土犠墓

-・ー・--
元総社蒼海遺跡群 (11) 2006 古漬:住居跡、 奈良・平安:住居跡、中世:構跡

60 元総社北川遺跡(事業団) 2002-04 古葬墳墓 :水田跡 ・泌跡、奈良 ・平安:住居跡・畠跡、中近世:掘立柱建物跡、水田跡、火

61 稲荷塚道東遺跡(事業団) 2003 古墳:住居跡、 奈良 ・平安:住居跡・鴻跡・竃構築材採掘痕 ・井戸跡

冗総社小見内VII 遺跡 2003 .............. 
元総社蒼海遺跡群 (1)

奈古墳良・:平住安居跡:住、居奈跡良 ・・溝平跡安、 住中世居跡.満・跡溝跡・土、墳中墓世:周溝状遺構・土横墓
62 2005 
元総社蒼海遺跡群 (5)

ー一---一一
2005 

63 7c総社蒼海遺跡群 (8) 2006 奈良・平安:住居跡

冗総社判|蒼遺海跡遺跡群 (3) ・冗総社
小見

2005 縄文.住居跡、 古墳:住居跡、奈良・平安:住居跡

一 元総社蒼海遺跡群(13) 2008 縄墓文:住居跡、古墳:住居跡、奈良・平安:住居跡・工房跡・溝跡、中世:溝跡・土域

元総社蒼海遺跡群 (14) 2008 井古墳戸跡:住居跡・水田跡、奈良・平安:住居跡・掘立柱建物跡、中世:潜跡、竪穴状遺構・

元総社蒼海遺跡群(15) 2008 奈良・平安:住居跡・満跡、中世:i喬跡
元総社蒼海遺跡群 (16) 2008 奈良・平安:住居跡・畠跡、中世:潜跡

元総社蒼海遺跡群 (17) 2008 古住墳居跡:住・溝居跡跡、奈良・平安.住居跡・竪穴状遺構、中世以降:土墳墓・井戸跡、不明:

一 7c総社蒼海遺跡群 (18) 2008 平安:住居跡

元総社蒼海遺跡群 (19) 2008 古墳:小区画水田路、中世 ・井戸跡

一 7c総社蒼海遺跡群 (20) 2008 古墳:住居跡、奈良・ 平安 .住居跡・竪穴状遺構・潜跡、中世 .土横墓・溝跡

一 冗総社蒼海遺跡群 (21) 2009 中世:蒼海域の堀跡・盛土状遺構

7c総社蒼海遺跡群 (22) 2009 古墳.住居跡、 奈良 ・平安 :住居跡

7c総社蒼海遺跡群 (23) 2009 古墳・住居跡、平安:土坑、中世・蒼海域の堀跡

元総社蒼海遺跡群 (24) 2009 縄戸跡文.住居跡、古漬:住居跡、奈良・平安 :住居跡・竪穴状遺構、中世:方形竪穴・井

冗総社蒼海遺跡群 (25) 2009 古墳:住居跡、平安:住居跡、 中世:南宋~児時代の青白磁梅瓶 2個体
元総社蒼海遺跡群 (27) 2009 奈良・平安.住居跡、中世:蒼海城の堀跡

一 7c総社蒼海遺跡群 (28) 2009 古墳:住居跡、 平安:住居跡

元総社蒼海遺跡群 (29) 2009 古墳:住居跡、平安:住居跡、 中世:蒼海域の堀跡

7c総社蒼海遺跡群 (30) 2009 古墳:住居跡、 平安 :住居跡、中世堀跡、土墳墓

冗総社蒼海遺跡群 (31) 2010 古墳 :住居跡、中世 :蒼海域の堀跡

7c総社蒼海遺跡群 (34) 2010 奈良・平安 :住居跡、中世.溝跡・土墳墓・土坑

ー 冗総社蒼海遺跡群 (35) 2010 縄文:住居跡、奈良 ・平安 ・住居跡 中世:蒼海域の堀跡

7c総社蒼海遺跡群 (36) 2010 古墳:畠跡平安:住居跡、水田跡、中世:土坑、蒼海域の堀跡

一 7c総社蒼海遺跡群 (37) 2011 古墳:住居跡、平安 :溝跡、中世・土坑、ピット、 竪穴状遺構

ヌE総社蒼海遺跡群 (38) 2011 古墳~奈良 ・平安:住居跡、中世 :溝跡

見総社蒼海遺跡群 (39) 2012 古墳.住居跡、奈良・平安.溝跡・土坑、中世.井戸

7c総社蒼海遺跡群 (40) 2012 縄文:住居跡、古績~奈良・平安:住居跡・鍛冶遺構、中世:井戸

元総社蒼海遺跡群 (41) 2012 縄満跡文・:住井戸居跡、古墳・住居跡、奈良・平安:住居跡・鍛冶工房跡、中世:掘立柱建物跡・

7c総社蒼海遺跡群 (43) 2012 奈良・半安.住居跡・ j湾跡

7c総社蒼海遺跡群 (44) 2012 奈良:住居跡・潜跡、中近世 :堀跡・土坑墓・井戸

一 7c総社蒼海遺跡群 (45) 2012 古墳:住居跡・潜跡・堀跡、中近世:土坑墓・井戸

一 π総社蒼海遺跡群 (46) 2012 平安:住居跡、 中世:井戸

7c総社蒼海遺跡群 (47) 2012 中近世:柱列跡-i荷跡・井戸跡

一 冗総社蒼海遺跡群 (49) 2012 平安:住居跡、 中世:井戸 ・土坑

一 兄総社蒼海遺跡群 (50) 2012 縄文:住居跡、古墳~奈良 ・平安・住居跡

※ 遺跡名の欄の(事業団)は(公益財団法人)群馬県埋蔵文化財調査事業団を表す。
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111 調査方針と経過

1 調査方針
委託された調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う道路建設予定地が主たる調査地

であるため、幅 6m ほどの極めて狭長なトレンチ状の調査区が中心となっている。本報告書で報告する遺跡の総

調査面積は1，760 ばである。

遺構番号は、遺跡ごとに付番することとし、 (61) H - 1号住居跡、 (72) H - 1号住居跡のように遺構の前に

必ず遺跡名に付した数字を付すこととした。

グリッド座標については国家座標(日本測地系) X = 十44000 ・Y 二一 72200 を基点 (X 0 ・Y 0) とする 4m

ピッチのものを使用し、蒼海遺跡群(61) においては、西から東へX36 、37 、38 ・一、北から南へY138 、139 、140 ・・・

と付番し、グリッド呼称は北西杭の名称を使用した。

ちなみに、この蒼海遺跡群 (61) のX277. Y104 の公共座標は以下のとおりである。

日本測地系 X = + 43 ， 584 . 000 Y = -71 ， 092 . 000 

緯度 36
0

25'13" 経度 139
0

02'14"

真北方向角 + 0 '28'35" 縮尺係数 0.99996384 

調査方法については、表土掘削・遺構確認・方眼杭等設置・遺構掘下・遺構精査・測量 ・全景写真ので行うこ

ととした。このうちの遺構確認については、基本的に As-C. Hr -FP 軽石と As -B 軽石がi混入する土層を手がか

りにした。

図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1/20 、住居跡竃は1/10 の縮尺で作成し

た。遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録を記載しながら収納した。包含層の遺物はグリッド単

位で収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。

2 調査経過及び概要

現地調査は平成25 年 7月 1 日から 12 月10 日まで行った。

本年度実施した調査地は12 ヵ所で、それぞれ「元総社蒼海遺跡群 (51) J (遺跡コード :25A130 -149) ・「元総社

蒼海遺跡群 (52) J (遺跡コード:25A130-150) ・「元総社蒼海遺跡群 (53) J (遺跡コード:25A130-151) ・「元総

社蒼海遺跡群 (54) J (遺跡コード :25A 130-153) ・「元総社蒼海遺跡群 (55) J (遺跡コード:25 A 130-154) ・「元

総社蒼海遺跡群(56) J (遺跡コード :25A130-15 1) ・「元総社蒼海遺跡群(61) J (遺跡コード:25A130-160) ・「元

総社蒼海遺跡群(66) J (遺跡コード :25A 130-165) ・「元総社蒼海遺跡群(67) J (遺跡コード :25A130-166) ・「元

総社蒼海遺跡群(68) J (遺跡コード :25A 130-167) ・「元総社蒼海遺跡群(72) J (遺跡コード:25A130-171) ・「元

総社蒼海遺跡群 (73) J (遺跡コード :25A130-172) とした。(以後 I元総社蒼海遺跡群」を省略して付された数

字のみで表記する)

調査班は 2班で構成し、 1班は (51) ・(52) ・(53) ・(54) ・(55) ・(56) ・(66) ・(67) ・(68) の 9遺跡を調査。

2班は (61) ・(72) ・(73) の 3遺跡を調査した。

なお、 (56) および (61) は工事の兼ね合いから調査が 2時期に分かれたところから、遺構番号もそれぞれの連

番で付した。そのため同一遺構が別の遺構番号で調査されることとなった。報告書作成にあたり、混乱を避ける

意味合いから、 (61)の 遺構番号に統ーした。(遺物への注記はそれぞれの遺構番号で実施した。)

以下その対照表を記す。
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(日) H - l H-2 H-J 

(61) H -ll H-17 H-12 

また、 (61) の竪穴住居跡は、 H - 6が欠番となった。

蒼海遺跡群 (56) は蒼海遺跡群の北東部あたり、古墳時代から平安時代の竪穴住居跡が 3軒検出された。

蒼海遺跡群 (61) は蒼海遺跡群 (56) の南に近接する。遺構の密度は高く、古墳時代から平安時代の竪穴住居

跡22 軒と、竪穴状遺構 6基、土坑 5基、溝跡 2条、中世末の土壌墓 1基、中世の井戸跡 1基であった。

蒼海遺跡群 (72) は蒼海遺跡群の北東部で、平安時代の竪穴住居跡が 1軒、溝 l条が検出された。

蒼海遺跡群 (73) は蒼海遺跡群の北東部で、時期不明の道状遺構 1条と、近年まで使用していたと推定できる

井戸 1基であった。

それぞれの、遺跡において、遺構精査後、記録図面の作成・記録写真の撮影を実施し、埋め戻し等を行い調査

を終了した。

12 月16 日に現場事務所の撤収・機材等の撤収作業を実施し、文化財保護課庁舎に戻った。出土遺物・図面・写

真等の整理作業及び報告書作成にあたり、本報告書の発行をもってすべての作業を終了した。
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W 元総社蒼海遺跡群 (56) ・(61)





l 調査区の概要

本報告書において報告する 4つの調査区のうち最大の調査区で、調査面積は蒼海遺跡群 (56) (61) を合わせて

631 ぱを図る。蒼海遺跡群の北東部、元総社公民館の北北東約160m に位置する。蒼海遺跡群 (56) の北は平成23

年度調査の蒼海遺跡群 (38) 15 区が近接する。調査区の西方で東流する牛池川が大きく流路を南方に変える。そ

の屈曲部から東方約160m 、標高は118m 前後である。検出された遺構は古墳時代から奈良・平安時代にかけての

竪穴住居跡23 軒、竪穴状遺構 6墓、方形周溝墓 1基、溝跡 2条、土坑 5基が検出されたほか、中世末から近世初

頭に比定できる土墳墓 l基等がある。出土した遺物は遺構に伴って土師器・須恵器等が出土したほか、縄文土器・

石器、弥生式土器破片の出土があった。

2 

特筆される遺構としては、 5世紀の方形周溝墓があげられる。

基本層序

I層黒褐色土 現耕作土。砂質土。

II 層黒褐色土 粒度の大きい砂質土。 As-C 、Hr-FP を混入。

皿層黒褐色土 II 層より漸移的に変化する。砂の粒度は細かくなる。混入する As-C 、Hr-FP は少なくなり、

総社砂層起因の砂質土のフ、ロックが混入し始める。

IV 層暗褐色土 凹層より漸移的に変化する。砂の粒度はさらに細かくなる。混入する As-C さらに少なくな

る。

V 層暗褐色士総社砂層を起因とする。砂質土層。

X278 ，YI06 X280 ，YI03 X286 ，YI03 X289 ，YI04 

-~ 一一L--'L--丁 九 千ーよーー」一一
客土

IV 

Fig.4 元総社蒼海遺跡群 (56)(61) 基本層序

3 縄文時代の出土遺物
縄文時代は遺構の検出はないものの、当該期の遺物が出土している。

J 1 ~ J 3 は前期中葉・諸磯式土器の破片で、 J 1は細かい RL 縄文を斜位に施す。 J 2は斜位の刻みを施す浮

線を横位に施す胴部破片。 J 3 は大きく外反する口縁部破片で、平行沈線を横位に施す。頚部には、半裁竹管で

連続して刺突する隆帯を横位に施す。 J 4 から J 8 は中期前葉の土器片で、 J 4 は RL 縄文を施された口縁部破

片。 J 5は LR 縄文を施された浅鉢土器の破片。 J 6 も浅鉢土器の口縁部破片で、口唇部下位には沈線を横位に一

条廻らせる。 J 7は隆帯を沈線により区画し、その下位には鋭い沈線で三角形の区画を施す。 J 8は口縁部破片

で肥厚する口縁部の下に沈線を横位に施し、竹管による連続刺突で逆「ハ」の字状の矢羽文様を施す。 J 9~J 

14 はいずれも中期後葉・加曾利E 式期の土器破片で、 J 9は沈線による横位区画内を RL 縄文で充填する。 J 10 は
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胴部破片で、垂下する蛇行沈線と LR 縄文を施す。 J11 は RL 縄文を斜位に施す胴部破片。 J 12 は口縁部文様帯の

破片で、隆帯区画内を縦位の沈線で充填する。 J13 は垂下する平行沈線と RL 縄文を施された胴部下位の破片。 J

14 は緩い円弧を描き垂下する沈線内を LR 縄文で充填する、胴部下位の破片。

当該期の石器は、打製石斧 1点 4、石鉱 1点が出土している。 J15 は短冊形の打製石斧で、刃部は欠損してい

る。残存長7.3cm 、最大幅4.4cm 、厚さl. 4cm 、重量は74 g である。 J 16 は凹基無茎の石鍛で、長2.1cm 、幅1.3cm 、

厚さ 0.2cm 、重量0.5g である。

4 弥生時代の出土遺物

弥生時代も遺構の検出はないものの、当該期の査型土器の破片が出土している。概ね、中期後半の土器の様相

を呈する。

Y1 ・Y2 はいず、れも頚部から短く外反する壷型土器の口縁部の破片で、櫛歯状工具による平行沈線を横位に

施し、そこから櫛歯状工具で平行沈線を垂下させる。 Y3 は壷型土器の頚部およびそこから外反する口縁部にか

けての破片で、頚部には 2本の沈線で横位の区画を作出し、その区画内は細い沈線による方形の区画文を描く。

下部には LR の細かい縄文を施す。補修孔が認められる。 Y 4 は壷型土器の大きく外反する口縁部の破片で口唇部

には LR 縄文を施す。補修孔も認められる。 Y5 は宣型土器の頚部破片で、下位はやや肥厚して櫛歯状工具による

平行沈線を斜位の格子状に施す。 Y6 は壷型土器の頚部から胴部にかけての破片で、 2条の沈線により横位の区

画を作出し、区画内には LR 縄文を施す。 Y7 は壷型土器の胴部破片で、櫛歯状工具による平行沈線を斜位の格子

状に施す。 Y8 ・Y9 は壷型土器の胴部上位から頚部にかかる部位の破片で櫛歯状工具による簾状文を横位に施

し、その下位には三角形の区画を描く。 Y10 は口縁部下位から胴部中位にかけての破片で、頚部には 2条の沈線

による横位の区画作出し、区画内はやや肥厚して LR 縄文で充填する。胴部は櫛歯状の工具でナデ調整後ミガキを

施す。

5 古墳時代~平安時代の遺構と遺物
(1) 竪穴住居跡

H-l 号住居跡 (Fig. 6， PL. 2 ) 

位置 X275 ・276 、Y104 グリッド 主軸方向 N-86
0

- E 形状等隅丸方形東西(0.62) m 、南北(l. 680) m 

壁現高 2 cm 面積 (1.86) ぱ床面 竃及びその前面のみの検出であるため、床面の詳細な状況はわからない。

竃東壁の南寄り 主軸方向 N-8T-E 全長7l cm 、最大幅60cm 壁周溝未検出重複 H-2 と重複し、

本住居跡が新しい。 出土遺物醜瞳整形・高台椀、土師器・甑時期 出土遺物から 10 世紀

H-2 号住居跡 (Fig.7 、PL. 2) 

位置 X275 ・ 276、 Y103~105グリッド 主軸方向 N-65
0

- E  形状等隅丸方形東西(3.96) m 、南北3.9m

壁現高23.0cm 面積 (9.67) ぱ床面竃・炉未検出。 壁周溝未検出 ピット P 1 長軸34cm 、短軸34

cm 、深さ 10.5cm 重複 H-1 と重複し、本住居跡が古い。 出土遺物なし時期覆土の状況から 5世紀台

H - 3号住居跡 (Fig.7 、P L. 2) 

位置 X276 ・277 、Y105 ・106 グリッド主軸方向 N-105
0-E 形状等隅丸方形東西2.80m 、南北3.72m

壁現高26cm 面積 [10.48m 2
] 床面 ほぼ平坦で、カマド前面に硬化面が確認できた。 竃東壁中央南寄り

壁周溝未検出 ピット P 1 長軸22cm 、短軸20cm 、深さ 17.5cm 重複なし 出土遺物聴輔整形・高台椀・

杯時期出土遺物から 10 世紀後半
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H-4 号住居跡 (Fig. 8， PL. 2 ・3) 

位置 X276~278、 Y104 ・ 105グリッド 主軸方向 N-55 0 -E 形状等東西に長いやや歪んだ隅丸長方形

東西4.5m 、南北3.4m 、壁現高49.5cm 面積 [13.85m'J 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。

竃南東隅 主軸方向 N-94 0

- E  全長110cm 、最大幅115cm 、煙道部長45cm 、煙道部幅23cm 、燃焼部・焚口長

84cm 、焚口部幅53cm 壁周溝未検出 ピット P 1 長軸32cm 、短軸28cm 、深さ 35.5cm 重複なし出土遺

物土師器・坪・聾・甑、須恵器時期出土遺物から 5世紀第 4 四半期備考焼失住居

H-5 号住居跡 (Fig.9 、PL. 3) 

位置 X277 ・278 、Y105 ・106 グリッド 主軸方向 N-75 0 -E 形状等隅丸長方形東西3.78m 南北3.90

m 壁現高39.0cm 面積 [14.37m'J 床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃東壁中央や

や南寄り 主軸方向 N-7T-E 全長115cm 、最大幅78cm 、煙道部54 長cm 、煙道部幅39cm 、燃焼部・焚口長61cm

壁周溝未検出 重複 H-7 、H-8 、T-1 と重複し、 H-7 より古く、 T-1 より新しい。 H-8 とは直

接の重複箇所がないために不明。 出土遺物 土師器片時期 出土遺物および重複関係から 6~7 世紀

H-6 号住居跡(欠番)

H-7 号住居跡 (Fig.9 、P L. 3) 

位置 X277 ・278 、Y105 ・106 グリッド 主軸方向 N-102 0 -E 形状等南北方向に長い隅丸長方形東西

3.86m 、南北(4.36)m 、壁現高5l. 0cm 面積 [14.35m'J 床面 硬質な総社砂層を掘り込み床面を構築。ほぼ平

坦である。 竃東壁中央南寄り 主軸方向 N-108 0

- E  全長95cm 、最大幅78cm ピッ卜 P 1 長軸34cm 、

短軸32cm 、深さ 27.5cm P 2 長軸28cm 、短軸20cm 、深さ 21cm P 3 長軸30cm 、短軸27cm 、深さ 24.0cm P 4 

長軸52cm 、短軸47cm 、深さ 32cm 壁周溝未検出重複 H-5 、H-8 ，T-1 と 重複いずれよりも新し

い。 出土遺物聴櫨整形・高台椀・杯時期 出土遺物から 9紀後半

H-8 号住居跡 (Fig.9 、P L. 3) 

位置 X278 、Y106 グリッド 主軸方向 N-80 0

- E  形状等隅丸長方形東西(1.28) m 、南北(2.9) m 、壁現

高23.0cm 面積 [1.15J ぱ床面ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃未検出壁周溝未

検出重複 H-7 と重複し、 H-7 より古い。 出土遺物 なし時期重複関係から 8世紀代

H-9 号住居跡 (Fig.10 、PL. 3) 

位置 X278 、Y103 グリッド 竃東壁(カマドのみの検出であるため壁の位置関係不明) 主軸方向 N-95 0 

E 全長82cm 、最大幅44cm 、焚口部幅30cm 壁周溝なし 出土遺物瓦時期出土遺物から 10 紀以降

H-I0 号住居跡 (Fig.10 、PL. 4) 

位置 X276 、277 、Y101 ・102 グリッド主軸方向 N ← 98 0 -E 形状等隅丸方形東西(l. 0) m 、南北3.0m 、

壁現高16.5cm 面積 (2.44)m' 床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃東壁中央南寄り

全長108cm 、最大幅72cm 、煙道部長57cm 、煙道部幅31cm 、燃焼部・焚口長51cm 、焚口部l幅52cm 壁周溝未検出 重

複 C-1 と重複し、 C-1 より新しい。 出土遺物聴瞳整形・坪時期 出土遺物から 11 世紀
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H-ll 号住居跡(蒼海遺跡群 (56) H - 1) (Fig.10 ・11 、P L. 4) 

位置 X288 ・ 289、 Y100~102グリッド 主軸方向 N-68
0

- E  形状等南北にやや長い隅丸方形東西4.44

m 、南北4.70m 、壁現高37cm 面積 (17.52) m' 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃東

壁中央やや南寄り 主軸方向 N-72
0

- E  全長108cm 、最大幅88cm 、煙道部長18cm 、煙道部幅20cm 、燃焼部・焚

口長90cm 、焚口部幅20cm 、燃焼部幅33cm ピッ卜 P 1 長軸52cm 、短軸42cm 、深さ 40.5cm 貯蔵穴 P2 長

軸54cm 、短軸50cm 、深さ 8 cm 壁周溝未検出重複 H-12 と重複し、 H-12 より新しい。 出土遺物土師

器・杯・高坪・台付事、須恵器・坪時期 出土遺物から 6世紀第 1四半期

H-12 号住居跡(蒼海遺跡群 (56) H ー 3) (Fig.11 、P L. 4) 

位置 X288~290、 Y100~102グリッド主軸方向 N-6T-E 形状等隅丸長方形東西5.50m、南北

(4.70)m 壁現高16.5cm 面積 (12.22) m' 床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃東壁

南寄り 主軸方向 N-95
0

- E  全長62cm 、最大幅86cm 、煙道部長19cm 、煙道部幅25cm 、燃焼部・焚口長43cm 、

焚口部幅33cm 壁周溝未検出 ピッ卜 P 1 長軸42cm 、短軸30cm 、深さ 23.5cm P 2 長軸22cm 、短軸20cm 、

深さ 23.5cm P 3 長軸42cm 、短軸25cm 、深さ 21. 0cm P 4 長軸36cm 、短軸31cm 、深さ 25.5cm P 5 長軸42

cm 、短軸38cm 、深さ 43cm P 6 長軸74cm 、短軸66cm 、深さ 73cm 入口施設南壁中央東より 重複 H-11 と

重複し、 H-11 より古い。 出土遺物土師器・杯・璽時期 出土遺物および重複関係から 5世紀第 4四半期

備考南壁中央東よりに入り口施設あり

H-13 号住居跡 (Fig.12 P L. 4 ) 

位置 X287 ・ 288、 Y101~103グリッド 主軸方向 N-7T-E 形状等隅丸長方形東西4.30m 、南北(4.64)

m 壁現高68.5cm 面積 (13.82) m' 床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃東壁主軸

方向 N-7G
O

- E  全長11Gc ll1、最大幅 99c ll1、煙道部長 33c ll1、煙道部幅 35c l11、燃焼部長 38c ll1、焚口 45c l11、焚口部幅

39cm 、燃焼部幅47cm 壁周溝南・東・西壁 ピッ卜 P 1 長軸26cm 、短軸23c l11、深さ 22.5cm P 2 長軸22

cm 、短軸22c ll1、深さ 25.5cm P 3 長軸24cm 、短軸20cm 、深さ 33.5cm 貯蔵穴 P 4 長軸96.0cm 、短軸88.0cm 、

深さ 65.5c ll1 重複 H-14 と重複し、 H-14 より新しい。 出土遺物 土師器・坪・台付聾・聾、滑石製紡錘車

時期 出土遺物および重複関係から 6世紀第四半期

H-14 号住居跡 (Fig.13 、PL. 4) 

位置 X288 ・289 、Y102 ・103 グリッド 主軸方向 N-75
0 -E 形状等隅丸方形東西4.64m 、南北4.7m 、

壁現高47cm 面積 L17.92Jm' 床面 ほぼ平坦で、中央部・主柱穴で固まれた範囲には硬化面は確認できた。

炉・竃未検出壁周溝北・東・西壁ピッ卜 P 1 長軸25cm 、短軸20cm 、深さ 30.5cm P 2 長軸40cm 、

短軸34cm 、深さ 57.0c l11 P 3 長軸39cm 、短軸32cm 、深さ 39.5cm P 4 長軸20c ll1、短軸 17cm 、深さ 44.0cm P 

6 長軸25cm 、短軸20cm 、深さ 22.0cm P 7 長軸25cm 、短軸20cm 、深さ 27.5cm 貯蔵穴 P5 長軸54cm 、短

軸45cm 、深さ 34cm 重複 H-13 、H-15 と重複し、いず、れより古い。 出土遺物 土師器・坪・高坪時期 出

土遺物および重複関係から 5世紀第 2四半期

H-15 号住居跡 (Fig.13 、P. 4) 

位置 X289 ・290 、Y102 ・103 グリッド 主軸方向 N-69
0 -E 形状等北壁がやや歪んだ方形東西(4.90)

m 、南北4.6m 、壁現高43.0cm 面積 (15.97) m' 床面 ほぽ平坦で、南部に硬化面は確認できた。 炉・竃未

検出壁周溝西・南壁 ピッ卜 P 1 長軸30cm 、短軸25cm 、深さ 20.5cm 重複 H-14 、 1 -1 と重複し、

16 



H-14 より新しく、 1 -1 より古い。 出土遺物土師器・甑時期 出土遺物および重複関係から 6世紀代

H-16 号住居跡 (Fig.14 、P L. 4) 

位置 X288 ・289 、Y104 グリッド 主軸方向 N-86
0

- E 形状等隅丸方形東西3.40m 、南北(1.68) m 、壁

現高34.5cm 面積 (4.99)m 2 床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。床下土坑あり。 炉・竃

未検出壁周溝なし重複なし出土遺物土師器片時期不明

H-17 号住居跡(蒼海遺跡群 (56) H - 2) (Fig.14) 

位置 X290 、Y101 グリッド 主軸方向 N-82
0

- E  形状等角丸方形東西(0.34) m 、南北(1.20) m 壁現

高7.0cm 面積 (0.22)m 2 床面 ほほ平坦で、中央部から南東部にかけて硬化面あり。 竃調査区外に存在す

るものと思われる。 壁周溝なし重複なし。 出土遺物土師器片時期不明

H-18 号住居跡 (Fig.14 、PL. 5) 

位置 X285~287、 Y103 ・ 104グリッド主軸方向 N-73 0 -E 形状等角丸方形東西(6.90)m 、南北(5.32)

m 、壁現高36cm 面積 (14.15) m 2 床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃北壁中央やや

西寄りから東壁に作り替えしたものと思われる。(土層状況から) 主軸方向 N-16
0 - W  ピッ卜 P 1 長軸

38cm 、短軸36cm 、深さ 38cm 貯蔵穴未検出壁周溝北・東壁重複 H-19 と重複し H-19 より古い出土

遺物土師器・坪・査時期出土遺物から 5世紀後半

H-19 号住居跡 (Fig.15 、PL. 5) 

位置 X285 ・286 、Y103 グリッド 主軸方向 N-93
0

- E 形状等角丸方形東西2.86m 、南北(1.42) m 壁

現高7.5cm 面積 (3.63)m 2 床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃東壁主軸方向 N 

-88
0

- E  全長140cm 、最大幅32cm 壁周溝未検出 ピット P 1 長軸52cm 、短軸51cm 、深さ 28 重複 H

18 と重複し、 H-18 より新しい。 出土遺物 なし 時期形状および重複関係より 10 世紀代

H-20 号住居跡 (Fig.15 、PL. 5) 

位置 X283 ・284 、Y103 グリッド 主軸方向 N-5T-E 形状等角丸長方形東西(2.16) m 南北(2.08)m

壁現高50cm 面積 (2.86)m' 床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 壁周溝東・西・北・

南壁重複 H-21 と重複し、本住居跡が古い。 出土遺物 なし 時期重複関係から 5世紀第 3四半期以前

H-21 号住居跡 (Fig.15 ・16 、PL. 5) 

位置 X282 ・283 、Y103 グリッド 主軸方向 N-72 ロ E 形状等角丸長方形東西(6.36)m 、南北(4.34) m 、

壁現高49cm 面積 (14.40)m 2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃東壁中央南寄り

主軸方向 N-7 4"- E  全長135cm 、最大幅(96)cm 、煙道部長17cm 、煙道部幅33cm 、燃焼部・焚口長118cm 、焚口

部幅45cm 、燃焼部幅50cm 貯蔵穴 P 1 長軸74cm 、短軸58cm 、深さ 57cm 壁周溝未検出。 重複 H-20 と

重複し、本住居跡が新しい 出土遺物土師器・杯・査・聾・甑時期 出土遺物から 6世紀第 2四半期

H-22 号住居跡 (Fig.16 、PL. 5) 

位置 X279 ・280 、Y103 グリッド 主軸方向 N-65
0

- E 形状等角丸方形東西(4.76) m 南北(2.40)m

壁現高51. 0cm 面積 (5.49) ぱ床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃未検出。 壁周
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溝なし重複なし出土遺物土師器・杯時期出土遺物から 5世紀第 2四半期

H-23 号住居跡 (Fig.17 、P L. 5) 

位置 X 276.277 Y 96~98グリッド主軸方向 N-8T-E 形状等角丸方形東西2.36m 、南北3.24m 、壁

現高2l. Ocm 面積 (7.01) ぱ床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃東壁中央主軸方

向 N-85
0

- E  全長64cm 、最大幅47cm 重複 H-24 と重複し、 H-24 より新しい。 出土遺物土師器片

時期重複関係から 5世紀第 4 四半期以降

H-24 号住居跡 (Fig.17 、PL. 5) 

位置 X39~41、 Y142~144グリッド主軸方向 N-5T-E 形状等角丸方形東西4.24m 、南北4.32m 、

壁現高47.5cm 面積 17.42m 2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃南壁中央西寄り

主軸方向 N-153
0

- E  全長77cm 、最大幅73cm 重複 H-24b H-24c と重複し、いずれより新しい。 出

土遺物土師器・高杯時期出土遺物から 5世紀第 3四半期

(2) 方形周溝墓

C-l 号方形周溝墓 (Fig.17 、PL. 6) 

位置 X276 ・277 Y 100~ 102 グリッド 主軸方向 N-62
0

- E 形状等角丸方形東西(5.06) m 、南北7.8m

最大上幅106cm 、最大下幅66cm 壁現高57.5cm 重複 H-10 、W-1 と重複し、いずれより古い。 出土遺物 土

師器・増時期 出土遺物から 5世紀第 2 四半期

(3) 溝跡・竪穴状遺構・土坑・ピッ卜
W 一 l号溝跡 (Fig.18 、PL. 6) 

位置 X275~277、 Y100~106グリッド 形状等最大上幅72cm 最大下幅56.0cm 深さ 26.5cm 断面底部に狭

い平坦面をもっU宇状を呈する。 時期不明

W-2 号溝跡 (Fig.18 、P L. 6 ・7) 

位置 X276~278、 Y94 ・ 95グリッド 形状等最大上幅320cm 最大下幅280cm 深さ 28.5cm 断面形箱状を呈

する。 時期 出土遺物の出土状況から 5世紀代備考覆土上層に遺物包含層がありその出土遺物は 5世紀第

1四半期から世紀代のものが混在する。

T-l 号竪穴状遺構 (Fig.19 、PL. 7) 

位置 X278 、Y105 グリッド 主軸方向 N-80
0

- E  形状等隅丸方形東西2.20m 、南北2.18m 、壁現高53

cm 面積 [4.42 ぱ] 床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 出土遺物土師器・坪・査時

期 出土遺物から 5世紀後半

T-2 号竪穴状遺構 (Fig.19 、PL. 7) 

位置 X279 、Y104 グリッド 主軸方向 N-69
0

- E  形状等隅丸方形東西(2.1) m 、南北(l. 06) m 、壁現高

70.5cm 面積 [2.01m 2J 床面ほぽ平坦である 出土遺物土師器・査時期不明
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T-3 号竪穴状遺構 (Fig.19 、PL. 7) 

位置 X279 、Y104 グリッド 主軸方向 N-70 0 -E 形状等隅丸方形東西l. 7m 、南北(2.06) m 、壁現高

70.5cm 面積 [2.04m'J 床面ほぽ平坦でトある 出土遺物須恵器片、土師器片時期不明

出土遺物土師器片時期不明

T-4 号竪穴状遺構 (Fig.19 、PL. 7) 

位置 X279 、Y104 グリッド 主軸方向 N-7r-E 形状等隅丸方形東西(2.36) m 、南北l. 66m 、壁現高

95cm 面積 (3.12) ぱ床面ほぽ平坦である 出土遺物土師器片時期不明

T-5 号竪穴状遺構 (Fig.19 、P L. 7) 

位置 X277 ・278 、Y101 ・102 グリッド 主軸方向 N-6T-E 形状等隅丸方形東西(l. 80) m 、南北2.14

m 、壁現高58.5cm 面積 (2.62) ぱ床面 ほぽ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 出土遺物土師

器片時期不明

T-6 号竪穴状遺構 (Fig.19 、PL. 7) 

位置 X280 ・281 、Y103 グリッド主軸方向 N-66 0 -E 形状等隅丸方形東西(l. 80) m 、南北(0.94)m 、

壁現高36.0cm 面積 (0.80) ぱ床面 ほぽ平坦で、あるが、硬化面は確認できなかった。 出土遺物土師器片

時期不明

0-1 号土坑 (Fig.20 、PL. 7) 

位置 X276 、Y106 グリッド形状等楕円形長軸長106cm 、単軸幅98cm 、深さ 30.0cm 出土遺物なし時期

不明

0-2 号土坑 (Fig.20 、P L. 7) 

位置 X278 、Y105 グリッド形状等円形長軸長104cm 、単軸幅100cm 、深さ 22cm 出土遺物なし時期不

明

0-3 号土坑 (Fig.20 、PL. 7) 

位置 X276 ・277 、Y103 ・104 グリッド 形状等楕円形長軸長160cm 、単軸幅154cm 、深さ 83.5cm 出土遺物

なし 時期不明備考底面は粒度の大きい砂醸層である。製作途中で放棄された未完成の井戸か。

0-4 号土坑 (Fig.20)

位置 X277 ・278 、Y104 グリッド形状等楕円形長軸長65cm 、単軸幅(20)cm 、深さ 12cm 出土遺物なし時

期不明

0-6 号土坑 (Fig.20 、PL. 8) 

位置 X280 、Y103 グリッド 形状等楕円形長軸長73cm 、単軸幅69cm 、深さ 27.5cm 出土遺物人頭大の醸

時期不明
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6 中近世の遺構と遺物
D-5 号土坑 (Fig.20 、PL. 8) 

位置 X284 、Y103 グリッド 主軸方向 N-92 0

- E 形状等楕円形長軸長80cm 、単軸幅70cm 、深さ 65.0cm

出土遺物人骨・銭貨(1開元通費j・「永楽通賓J (2枚)・「洪武通費」・「太平通賓J • 1 * *元賓」・(無文線 1枚))

時期中世末

1-1 号井戸跡 (Fig.20 、PL. 8) 

位置 X289 ・290 、 Y102 ・103 グリッド 耳刻犬等円形長軸長2.9m 単軸幅2.7m 深さ (170)cm ロート状

に開口し、ほぽ垂直に掘り込まれる。 重複 H-15 と重複しH-15 より新しい 出土遺物常滑焼・薯破片時

期 出土遺物からは中世以降
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Tab.2 住居跡等一覧表

規模 (m)
面積 竃 主な出土遺物

遺構名 位置
東西 ;壁現F (m') 主軸方向

構築材
周溝
土師器 i須恵器 jその他南北 (cm 位置

H - 1 
X275 ・276

(0.G21 : (1.68) i 2 
Y104 

(4.86) N - 86 '- E  東壁南寄り × o I 0 

H - 2 
X275 ・276

(3.96) 3.90 23 (9.67) N - 65' - E × 
Y103~105 . 
X276 ・277 東壁南寄り

H - 3 2.8 i 3. 72 : 26 [10 .48J N - 10 5'- E 
天井石・支脚あり

× 0 1 0 
Y105 ・106 : 

H-4 
X276~278 

4.5 : 3.4 : '19.5 [13.85J 
Y104 ・105

N-55 '- E 東南角 粘土 × o : 0 
X277 ・278 I ~ ~ j 

; 
H - 5 3.78 : 3.9 : 39 [14.37J N-75 '- E 東壁南寄り 粘土 × 
Y105 ・106

H - 7 
X277 ・278

3.86 : (4.36) : 51 [14.35J N-102 'ー E 東壁南寄り × o : 0 
Y105 ・106

H-8 
X278 

(l. 28) : (2.9) : 23 [1.15J N-80 '- E 一 × 
Y106 

H-9 
X278 

不明:不明 ;不明 不明 N - 95 '- E 東壁支脚あり × o ! 瓦
Y103 

H-10 
X276 ・277

(1.0) l:U ~ 1G .5 (2.44) N - 98 '- E 
東壁南寄り

× o ; 
Y101 ・102 右袖石・支脚あり

X288 ・289
. 

H - ll 4.44 I 4 . 7 : 37 (17 .52) N - 68 '-E × 
YlOO~102 

X288~290 
(12 .22) N - 67 '- E 

東壁南寄り
H - 12 5.5 (4.7) j 16.5 × 

Y100~102 両袖石あり

H - 13 
X287 ・288

.1.3 (13 目82) N - 77'- E 
東壁南寄り 。

Y10l~103 
('1.6'1)φ68.5 

両袖石あり支脚あり

H - 14 
X288 ・289

4.64 4.7 ; 47 [l7 .92J N - 75 '- E 。
Y102 ・103

H - 15 
X289 ・290

(4.9) : 4.6 : 43 (15.97) N - 69 ・- E 。
Y102 ・103

H - 16 
X288 ・289

3.4 : (1.68): 3-1.5 (4.99) N - 86 '- E × . Y104 

H - 17 
X290 

(0.34) : (1.2) 7 (0.22) N - 82 ・- E × 
Y101 

H - 18 
X285~287 

(6.9) : (5.32) : 36 (14.15) N - 73 '-E 不明 。
Y103 ・104

H - 19 
X285 ・286

2.8 6 : (J.4 2l : 7.5 (3.63) N - 93 '- E 東壁南寄り × 
Y103 

H - 20 
X283 ・284

(2.16) : (2.08) : 50 (2.86) N - 57 '- E × ， 
Y103 

H - 21 
X282 ・283

(6.36) ! (U4) i 49 (14.40) N - 72 ・- E
東壁南寄り

粘土 X 
Y103 両袖石あり天井石あり

' 
‘ 

H - 22 
X279 ・280

(4.76) : (2.4) : 51 (5.49) N - 65'- E × . 
Y103 

X276 ・277
不明 :不明H - 23 

Y96~98 
不明 不明 N - O'- E 

4 

H - 24 
X276 ・277

不明 不明 j不明 不明 N - 15 '-W 
Y96~98 

T - 1 
X287 

2.2 2.18 I 53.U [4.42J N - 80 '- E  
Y105 

‘ 
T-2 
X279 

(2.1) (1.06) i 70.5 [2.01J N - 69 '- E 
Y104 . 
X279 

[2.04J T - 3 
Y104 

1.7 0 ! (2.0 6) : 70.5 N - 70 '- E 

T - 4 
X279 

(2.3 61: L6 G : 95 .0 (3.12) N - 71 '- E  
Y104 

T - 5 
X277 ・278

(1.8) 2.14 58.5 (2.62) N - 67 '- E 
Y101 ・102

T - 6 
X280 ・281

(l. 8) : (0.94) : 36 .0 (0.80) N - 66 巴- E
Y103 
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Tab.3 土坑・井戸跡等計測表

遺構名 位置 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ (cm) 形状 出土遺物 備考

D-1 X276 ， Y106 106 98 30.0 円形

D - 2 X278 ， Y105 104 100 22.0 円形

D - 3 X276 ・277 ，Y103 ・104 160 154 83.5 円形

D-4 X277 ・278 ，Y104 65 20 12.0 (円形)

D - 5 X284 ， Y103 80 70 65.0 正方形

D - 6 X280 ， Y103 73 69 27.5 円形

1 -1 X289 ・290 ，Y106 ・107 290 270 未完堀 不整形
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Tab.4 古墳 ・奈良 ・平安時代出土土器観察表

番号
出土i世情

器種名
①円径②器品 ①!胎土創立loc

器種の特徴・暫jiJ・ 調盤技術 登録需号 備考
IFi位 ③!ι径 ③色調 @込存度

l H - ] 
須JJ.I;探 ① ②[2.9) ①lヤ粒 ②良好

鰻位4笹形。底部l抑止糸切り離し後日台。!出り付け。 担i土
高台腕 ③ ③]OYI 18/4 浅釘位 ④ー

土師器 ①ー ②(8.3) 
①籾粒 ②良好

2 11 - 1 
甑 ③ー

③7 5YR6/31 こぶい褐 J周部下位外国縦位ヘラケズソ。その上位はヨコナデ巴 内町ヨコナデ。 笥 1
@破片

3 11 - 1 
士白石掠 ① ② ①中粒 ②良好 IJ 縁部から刷部J-.f:立の破片。口縁部内外而ともヨコナデ。胴部外面斜縦位のへ

百世 2E霊 ③ー ③5YR6 /1符@破片 ラケズリn 内両ヘラナデ。

4 H 3 
土師器 ①9 4 ②2.4 ①。l'粒 ②良好 鈍轍整形。 回転へラ切り離し後蜘調整。庇部から円惰気味に立ち上り口層部は

2 軒、 ③ ③7 5YR 7/6位 @完形 やや外1頃1 る。

5 J-[ - 3 
須恵器 ①[9.6J @2.5 ①中粒 ②N iI 続組整形。|口|転へフ切り雌し後無剰整。厄問lから丸みを帯びて立ち上り、口縁

llU 折、 ③ 1/4 @ヨYR4/6 赤褐 ④ 1/4 部は内湾気味。

6 11 - 3 
須以 ① 12.1 ②5.1 ①中机 ②良好

犠訟1査形。 1.正部切り離し後高台地り付け。体部は内湾して立ち仁がる。 3 
高台椀 ③ @5YR6 /6掻 01 まぽ先形

土師器 ① 10 7 ②3.4 
①中粒 ②良好

H-5 趨・
7 /-1 - 7 材: ③ 

③ IOYR 7/41こぶい1叶呈 税総形成。無調整1"1転糸切り離し後、体部内向気味で立ち上り.
11- 7覆土

@ほぽ完形

8 11 - 7 
須，也 ① LI 11 ②4 6 ①中粒 ②良好 線組終形。底部回転糸切り献し後即lり付け。高台湖lは外以する。体部は外開気

十E土
高台相J ③ー ③7.5Y[{2/1 赤黒 ④2/3 味にカ:ちよる。

9 H 7 
上師高 ① 15 6 ②7.，1 ①桐粒 ②良好

税総鞍)匹。底部切り離し後、高台川り1，け。体部は、IJ唇部で外反する。 官 2
台椀 ③ー @5YR 5/61別総褐 ④2/3 

土刷l器 ① 12 2 ②3.8 
①細粒②良好

舵組整形。庇部回転糸Ij)J')離し後一部ヘラ調務。底部から内湾気味に立ちょが
10 IJ . 7 

折、 ③ー
③7 5YR 7/3にぶい位

る。 n岳部は外反気味。
01 /3 

II ト1 7 
須忠告E ①[10 7J ②3.8 のい栓 ②良好 線車主挫形。底部、回転糸切り離し後無調砲。底部から内湾気味上がり。口暗部

電 3判、 ③- ③7.5YIW 7褐灰 01 /4 は小さ く外反するn

12 1-1 .. 9 平瓦
①ー ② ①細粒 ②WJ 了

lil1 2 
①1. 8 ③10YR8/1 灰内 ④

13 11 - 10 
}51 恵端 ①[日] ②1.7 ①中粒 ②fHf 線組整形。 Is 剖11 日|転糸切り雌し後知調整。やや上げ庶気味。底部から、|付商に

i1Ut;証イ折、 ③ー ③ 7，5YR6 /6111 ④ 4/1 して立ち上がり口梓瑚lで外反気味。

14 11 - 11 
須忠器 ① 12 @(3.5) ①中杭 ②良好

体古11 外I師ヘヲケズリ調能。 口縁部欠損。丸'so 畳uりli
身杯 ③ー ③2 5YR5 /1抗灰④1/4

15 11 - 11 
土師器 ①[13.6J ②(4.8) ①組粒 ②良好 体部内向気味に立ら上り内斜円縁。底部丸底。体昔11 外部へフ削り。体調l内耐ナ

掘り方
杯 ③- ③5YR5 /6明;h;褐④1/3 デ制盤。

16 11 - 11 
土師日 ① 19 ②(7) ①粗杭 ②良好

杯部は綾線をもち外以して1m く。日総部内外iln ともヨ コナデ。脚部欠損固 2 ・3 ・4
杯 ③ー ③5Y f{6/8燈⑪

)7 11 - ][ 
土自市保 ① ② ①q，粒 ②良好

脚部内I日ヨコブず。杯開i外而ヘラケズリ。内面に は、 へラ ミガキカ)~め ら れる a 床下記土
高杯 ③- ③2 5 YR6 /6綬 ④

18 1I 11 
土師探 ① ②(5.4) ①粗粒 ②良好 脚部内外而ヨヨナデ。 体制i外而斜位のヘラケズリ。内向ヨコ jトデ調主主後ヘラミ w土
高杯 ③ @5YR6 /8椛@ ガキをhl!i i-o

19 1-]- 4 土師H3 ① 12 7 ②5.5 ①'1'粒 ②良好 体部内湾して立ち 1-_がる。j底部丸!目。体部外而ヘラケズリロ 体部内而ナデ調盤。
5 

杯 ③ ③5YR6/S 柑@日/9 放射線状アンモンを併接して施す。口縁部内外岡ヨコナデ。

土師探 ① 11 .'1 @6.6 
①'1'粒 ②良好

体部内向、してホち上がりロIs部五LI，底。体部外面ヘラケズリ。体部内面制盤。放 買1 5 ・]-]
20 1-1- 4 

4干、 ③ 
③2.5YR5/6 1珂赤褐

射線状アンモン;4'，'接して施す。口縁部内外耐ヨコナデ。 ← 4覆土
③7/日

① 12.3 @5.4 
①中{" ②良好

体部内持して立ら上カ旬。底部丸底。休部外耐ヘラケズリ。休部内而サ デ調発。2] J1 - 4 上削l杯
③ 

③2 5YR 明晶、街
放射線状7 ンモンを密It して施す。 u 縁部内外面ヨコブデ。 14 ・覆土

@)ほ 11 完形

22 1-1- ，1 Ul li 出 ① 13.月 ②5.2 ①巾粒 ②良好 体制11;1内 向して立ち上がり。底部丸底。体部外而ヘラケズリ。体部内而ナデIJ/l
百113判、 ③ ③5YR6 /8怪④完形 強。 放射線状7 ンモンを術接に施す。

23 I-J .1 
土川端 ① ②(10.0) ①粗粒②HiY 底部から胴下部のみ。}}-，下部外国縦位のヘラケズリ。その上白11 は杭位ヘラケズ 1 ・6 ・8 ・

'"げ ③ ③2 5YR3/1 出褐 ④ リ。内而ヘラナデ。 底部はやや上げliIi気味。 1lI土

土帥探 ① 15 .1 ②29 .4 
①中粒 ②良好

口縁部は短く外反気味に聞 く。 iコ緑内外而ヨコナデ。 胴古~I外而ヘラケズ リ 後ミ
24 
" '1 

@5YR6/8に ぷ い椅~1 /4 溜 6
!盛 ③ 

褐灰 (1)4/5
ガキを純1 。内而ヘラナデ。府部は平底。粘土付着。

土師探 ① 15 .2 ②(26 .0) 
①q，t，立 ②良好

口縁は、外反気味に 1mきヨコナデ調格。 』岡部外面辛l位のヘラケズリ後下位に I~ 3 ・9 ・10 ・
25 11- 4 

窪 ③ 
@5YR7/4に ぶい控~5/2

ミガキを施すロ内而は償i守のへラナデ。底部は欠如。 13 ・覆土
灰褐 @1/2 

26 1I - 4 
土師器 ① 15.4 ②26 .2 ①中l¥'，:②良好 口縁部外反気味に|湘〈。内外而ヨコナデ。日司部外而斜{立へフ削り調整。内l同へ

'iil:1 4 
茅b 画b ③ @5YR7/6 1畳④9/10 ラナデ。底部平底。粘土付着。

土師器 ① ②(32 .5) 
①中粒 ②良好 口縁部は直なして立ち上り、口唇部にかけて外反する。 内外而ヨコナデ。 JI 酔 11

27 J1 - 4 
夢此'" ③ 

③5YR6/3にぶい掲~1 /4 は中位で、最大径をもち外面は斜位のヘラケズリ後上位にはへラミガキを胞す。 1M 2 
褐灰 @I/2 内而へラナデ。底古11 はやや肉厚な平底。

ごl帥器 ①22 .9 ②28 6 
①巾粒 ② W J  

口縁部外反気味に|渇く。 内外耐ともヨコ 7 デ。胴上位外は画縦位のへラケズリ。
28 1-]- 4 

甑 ③9 2 
③可YR6 /4にぷい燈

内而はへラナデ。
lil1 1 

@口縁時|日間1欠損

29 十1 - 12
土師器 ①[9，6J ②(4.5) ①q，粒 ②良好 口縁部と体部との境に稜を有し外似して立ち上がる。にl縁部、内外而ヨコナデ。

i11掘り方判、 ③ー @5YR5/8 1YJ 亦褐④1/3 体部、外国ヘラ目11 り調整、内部ヨコナデ。底部丸底ロ

30 1-1 12 
土印li 器 ①[14 OJ ②(5 0) ①机粒 ②L'i.iT 口緑町lと体部との境に稜を有し外傾にしと立ち上がる。口縁部、内外而ヨコナ

荘i土判、 ③ー 。5YR 5/6IVJ 亦褐④ー デ。 体部、外l師ヘラ印jリ。内部償保で。底部丸底。

31 I-J- 12 土師謹
①(20‘0) ②(8.9) ①巾粒 ②良好 口縁部より胴体上部。口縁部内外面ともヨ コナデ。胴部 l位縦位ヘラケズリ。

6 ・7
③- ③7 5YR 7/4にぶい続@ー |勾而へラナデ。

土l!:I l'J ①3.1 ②3.1 
①中位 ②m Y 

32 J-J -12 
版 ③0.6 

③7.5YR6 /41 こぶい栂 置f土
但〕先形

33 11 - 13 
土師器 ① LI41 ②(4.4J ①中粒 ②良好 体部外而へフケズリ。内而ヨコナデ。 体部から内消して立ち上がり口縁部は、

磁土
j干 ③ @5YI1 5/日明赤柑 ④ 1/3 内科口緑ロ低部丸時。

34 JI - 13 
土師器 ① 13.5 ② ①<1'粒 ②良好 体部、外国へ 7 ケズリ。内而ヨケナデ。体部から内消し、日縁部は内斜口縁。

磁土
.fF ③ー ③2.5YR5 /6明赤掲@ー 底部欠損臼

土師探
①ー ② [ 4.3) 

①中粒 ②良好
35 11 - 13 

高杯 @5YR6 /6怪@脚部 1/2
脚部内外而ヨコナデ。 夜十

③ー

36 I-J -]3 土日'11 器 ① ② ① rl' 粒 ②l叫T 休部、外而へフケズリ。内田lヨケサデロ U縁部内外而ヨコブデ。仁l縁部百五一気
在i土

杯 ③ @5YR6/S 慌④ 味に外傾する。低部欠損。

37 11 - 13 
土師器 ①[15ιJ ②(U) ①中執 ②良好

体部外而ヘラケズリ。内面ヨコナデ後l直射線状にアンモンを施す。 覆土
杯 ③ー ③2.5YR6 /8憧 ④破片

η
L
 



番号
:11土遺構

器量R名
①口径 ②探高 ①胎土 ②焼成

器離の特徴 ・整形 ・調整技術 :IT録 番号 的寺層位 ③l正I王 ③色調④辿存JJr

土師器 ①[15 ] ②(22 .5) ¢粗粒 ②良好
口縁部は外反気味に|持]く。内外而ヨコナデ。胴 lて部から胴部中位、外而縦位の

38 H -1 3 
聾 ③ ③ IOYR8/3 浅即位 ④ 1/2 

ヘラ削り後縦位のミガキを施す。 内面は棋f立のへラナデ。 胴部下位内而斜位の 貯槌土

ヘラナデ。

ト師器 ①[17 .4] ②(7 6) 
①中粒 ②良好

胴部外国ヘラナデ。内而輪積痕が残りヘラナデ。口縁部折り返し内外国ヨコナ
39 日 13

型 ③ 
③7.5YR7/4 にぷい燈---5/

デで外反気味に聞く。
竃 I

2灰褐 ④破片

40 j{-- 13 紡錘Iド
①3 1 ②3.1 ①ー ② 

I 
③L3 ③ー ④完形

41 H -- 14 
土師部 ①[13] ②(4.9) ①粗流②良好 体部は内湾して立ち上がり、 口縁部は内斜口縁。!且剖lメL@。休部外而へラケズ

3 ・2臣土
杯 @ @5YR6 /6怪 @2/3 リ。内外面ナデ調絡。 放射線状にアンモンを密銭に施す。

42 H -1 4 
土師器 ① ②4 3 ①'1Jl粒 @良好 体部外商ヘラケズリ。 内面ヨコナデ後へフミガキを施す。体部から内湾し立ち

覆土
杯 ③ @5Y R 5/6明赤褐 @1/4 l り日縁は内斜する。 l底部は欠損。

土師高 ①[19] ②(68) 
①中粒@良好

柄、部内外国ヨコナデ。 内部にヘラミガキが施されている。 口縁部と体制iとの境
43 1I -1 4 柄、 ③ 

③5Y R 5/81阿亦褐
に綾を有し、 U縁部は外反する。

6 
@上台1/6

須!(!，1器 ① 12.1 ② - 4.3 
①巾粒 ②良好

44 11 -14 
相、 ③5.4 

③7.5YR8/ 4icll 貨燈 機組整形。底部切り雌し方法不明。体部は内湾気味に立ち上るa

(4)持:形

土師器 ① ②(10 .4) 
①粗粒②良好

45 11 -15 
甑 ③ 

③10YR7/4にぷいþ~燈 体部、外商、縦依ヘラケズリ。内而ヘラナデ。 覆:1
④-

46 ]]-18 
土川出 ① ②ー ①粗粒 ②良好 体首1I外出ヘラケズリ。 内而ヨコ7"Y で内泊して立ち上がる。体部と口縁部との

覆士村、 ③ ③5YR8/8 椅④ 墳に俊を有し口縁部内外国ヨコナデ。口唇部欠損。底部丸底。

47 H 1 8 
オ師器 ①[11 6] ②(4.5) ω粗粒 @良好 体部外国ヘラケズリ。内閣ヨコナデ。体部から内向して立ち |がり円縁は内斜

杯 @ ③5Y R 4/8 亦褐 @)!/4 山縁。

'18 H -1 8 
土師器 ①[14 J ②3.9 ①籾粒 ②良好 体部外而へラケズリ。内而ヨコナデ。体部から内消して立ち上がり口縁は内斜

2 
杯 ③ ③5YR 5/6明赤褐 @1/4 口縁。底部丸底。

49 1I -1 8 
土師器 ①[13] ②- ①巾粒 ②良好 口縁部外I面縦位ナデの後、 口唇部t頭部ヨコナデ。内部ヨコナデ。 口縁部は外

5 ・覆士
-雪~~ ③ @5YR6 /8憶 @ 傾。

50 H - 21 
土師器 ①[12] ②(5.2) ①租粒 ②良好 体古I1、外面へフケズリ。内而ヨヨナデ。内湾して立ち上り体制iと口縁との境に

I 
杯 ③ ③月YR6 /8積 @)l/2 械を有し口縁内外面1ヨコナデ。口縁部は直立してJr.ちよ り口唇剖lで外反する。

51 H 21 
土師探 ① 12.7 ②5.4 ①中粒 ②良好 休部と口縁部との境に綾線を持つ。 底部丸底包体部外耐ヘラ削り調路。ロ縁部

5 
杯 @ ③5YR6 /8佐@ほぽ完形 はほぼ直:¥r.し内外f(jjヨコナデ。

52 H - 21 
土師器 ①[12 .2] ②5.1 ①中粒 ②良好 体部と口縁部との境に稜線を持つ。庶部は丸lふ体部ハへフ削り。口緑郁は内

~~J 材、 ③ ③5YR6/ 8樟 ④1/2 外国ともヨコナデ。 IJ 縁部は直立し、口容部で小さく外反する。

士師器 ①29 ②(8 3) 
①刊l粒 ②良好

口緑部は外反して1m き段を有する。内外而は柿ナデ。刷 七郎は内外而柿位のへ
53 H - 21 

整 ③ー
③ 10 Y R7/4 にぶい前橋

ラナデ。
3 

④-

土師器 ① ②(5.2) 
①粗粒 ②良好

54 H 21 
j]JC @ 

③7.5YR7/6 か ら2.5YR4 1 胴都内而ヘラナデ、ヘラケズリ。底部仁げ底気味の平底。 貯
41 こぶい赤褐 @底部1/2

土師器 ①[22.6] ②(16) 
①制粒 ②良好

口縁部外面ヘラ調整後ヨコナデ。内面ヨコナデ。口縁部は胴部 t.{i立 より外反し
55 1-1 - 21 

?輔 @ 
③10YR8/2灰白~4/1褐!火

て立ち上がる。胴部外而縦位ヘラケズリ。 内面ヘラナデ。
2 

④口縁部1/5

56 H - 22 
土師器 ①[12] ②4 9 ①籾粒 ②良好 休部外国へフケズリ。内1曲へラ ミガキを施し、 体制tから内筒し口縁部に至る.

覆上
杯 ③- ③5YR5 /6叩1赤褐 @1/4 厄市1丸底。

土師器 ①ー ② 
(l)制 1粒 ⑦ l主的生

目トl部外部縦{止ヘラケズリ。内部ヘチナず。IJ 縁部は澗部から曲線的に立ち上が
57 H -- 22 ③7.5YR7 /4にぷい鐙 I 

要 ③ー
④ー

りやや外反する。

土師端 ①12 ② 11.9 
ω中粒 ②良好 杯部は口縁にかけてふく らみをもって内湾して立ち上がり、口層部百立気味へ

58 H - 24 
両杯 ③ 

③5YR 6/6にぷい燈 ラミガキを内外国に施す。脚部l立大きく外反して聞き脚ドl孔を穿つヘラミガキ 1 
@ほ 1:<'完形 を外而に施す。

土削器 CDs 8 ②10 .1 ①中村 ②良好 胴部は丸味を帯び、口縁部は内向気味に立ち上る。底部は平出。胴部外面ヘラ
59 方形

士甘 ③ 
③7.5YR 7/41 こぶい燈

ケズリ。口縁部内外聞はヘラナデ・調整後外国ミガキを施し、口縁部ヨコナデ。
1 

@ほぽ完形

60 W- 2 
二上師器 ①ー ②- ①中粒 ②良好

胴部横位ヘラケズリ後上位にはヘラ ミガキを施す。内而縦位ヘラヅデ。 上回
一唱寸f官 ③ ③2.5Y R6/8 控④

61 W- -2 
土師橋 ①[14] ② ①籾位 ②良好 胸部外而へラケズリ。内面へフナデ。 口縁部内外商ヨコナデ。 口縁部は外反気

上層
重 @ ③5YR6 /6怪⑪ 味に立ち上がるの

土師器 ①[29 .0] ②(7.7) 
①中粒 ②良好

62 W- 2 
高杯 ③ 

③5Y R 6/8怪 杯部は水平に聞き外反気味に立ち上がる。内外而ヨコ7 デ後ヘラミガキを施す図 上層
④ u 縁部2/5

63 W- 2 
土師器 ①[20] ②ー ①中粒 ②良好

杯部は水平に11Mき 「く J の字に周目lして、外反気味に附く。 1- .1冒
高杯 ③ ⑤5YR6 /8橿@

上師器 ① ②(7.6) 
①組粒 @良好 胴剖lは11.味 を帯び l'村で最大伴 k なるの府部は11 成。口縁部の鳴には横線奇有

64 W ← 2 士笠会芝す ③ー
③2.5YR5/8 明赤褐 し口縁部は外反気味に立ち上る。胴部外而ヘラケズリo り内面はヘラヅデ'詞 u冨
④1/4 盤。

65 W- 2 
土師~~ ①[12 2] ②(S.I) ①中粒 ②良好 体部外国，、ヨケズリ。 I!j而放射線状にノンモンをnlli j 0 口縁部外国三J ナデ。

上回折、 ③ ③5Y R8 /6続④1/4 体部と口縁部の境に稜を有 し口縁部やや直立し外反する。底部丸底。

66 T - l 
士師器 ① l13 4J ②(4.8) ①中校 ②良好 体部内湾し、口縁部に至る。 内斜円縁。体部外而ヘラケズリ。内面ヘラミガキ

3 
杯 ③ー ③5YR 4/8 赤褐 @ を施す。

①ー ②ー
①中粒 ②良好

67 T -- l 宝士笠

③ 
③5Y R5/4にぶい赤褐 胸部外国ヘラケズリ。内閣ヘラナデ。 口縁部内外而ヨコナデ m土
@破片

T - 2 ・
宝士鑑
① l1 0 0 ] ②(5.6) ①中粒 ②良好 胴部外而ヘラケズリ。内面ヘラナデ。 口縁部内外国ヨコナデ。 口縁部は直立気 m土68 

3 ・4 ③ー ③'5YR6 /4にぷい控 @ 味に外傾する。

69 1 - 1 ~ 
① ② ①籾粒 @良好
@ ③ 10YR3 /3暗赤褐@
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Fig.5 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) 全体図・ H-1

H-l 

④ 
H.j 竃

l届黒褐色酎質層粘性有、締り強。焼土粒子、 Hr-FP 。

2層黒褐色制砂層粘性無、締り強。焼士粒子、 Hr-FP 。

3層黒褐色細砂層粘性有、締り強。焼士粒子、焼成灰。

4 層黒褐色細砂層 粘性有、締り強。焼土プロッ夕、焼成灰、カーボン粒子。

5 層黒褐色細砂層粘性弱、締り有。焼成灰。

A' 

。
1 : 30 1 m 

Fig.6 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H - 1 
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A 

⑧ 

。P1 
H-2 

B L = 118 .30 m 

④ 

/0 

H-3 

堅徹面

∞/ 

A L = 118 .40 m 

∞| 

ど生'

E
C
司副∞二
H
]

∞
A' 

H-

l層黒褐色細砂層粘性有、締り有。 Hr-FP 。焼土粒子。

2層黒褐色細砂層粘性有、締り強。砂質士。 Hr-FP 。焼士粒子。

3層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。砂質土。 Hr-FP 。焼土粒子。

4 層極暗褐色細砂層粘性有、締り強。

5 層極暗褐色細砂層粘性弱、締り強。 Hr -FP o 

6 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

7 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 Hr-FPo II 品質士。力 ボン粒子。

a層黒褐色細砂層粘性強、締り強。灰白色軽石。

H-l . 2 

(H-l) 

I層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C 。

2 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C o

3層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

4 層 暗褐色細砂層粘性無、締り強。焼土ブロック。

5層黒褐色細砂層粘性無、締り強。焼石灰(ラミナを

呈す)ロ

6 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C 。

7層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

(H-2) 

8 層階褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

9 層黒褐色調H砂層粘性無、締り強ロ As-Cc

10 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-Co

11 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

12 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

13 層暗褐色細砂層粘性弱、締り強。灰白色軽石。

14 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

B' 15 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

C (' 

仁 L = 118 .40 m (' 

。 1 ・30 1m 

H-3 l'l1 

1/圏黒褐，"，綱砂層粘件樹、締り有内 Hr-FP ハカーボン紡干の

2a 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。焼土粒子。

日h層黒褐伺納砂屑 粘件有、綿円拘内均質でl胃入物の少ない層。

2c 層黒褐色細砂層粘性有、締り有。 Hr-FP 。

3 層黒褐色綱砂層粘性弱、締り強。焼土粒子。

4層黒色細砂層粘性強、締り弱。焼成灰層。

Fig 目 7 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H - 2 、H-3

p
h
u
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撹乱 ¥ : ~() ~ P 1 
ー 噛

_A L = 118 .20 m 

_sL ニ 118.30 m 

。
1: 60 

H -4 

1層極暗褐色細砂層粘性無、締り有。 Hr-FP 。

2層黒褐色細砂層粘性有、締り有。 Hr-FP 。

3層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP o

4 層黒褐色綱砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

2m 

5層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。焼土ブロック。

6 層極暗褐色細砂層粘性有、締り強。焼土ブロック。カーボン粒う

7層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

8層黒褐色細砂層粘性有、締り強。地水土ブロック。

9層極暗褐色細砂層粘性有、締り強。焼土プロック。カ ボン

ロック。

10 層極暗褐色細砂層粘性有、締り強。焼土粒子。カーボン粒子i

④ 

A' 

B' 

D D' 。
D L=118 .10m D' 

グー
ーー・・・祖国・・・ーー‘・ーl

。
1: 30 1 m 

H.4 竃

l層黒褐色細砂層粘性有、締り強。粘土ブロック。 Hr-FP 。焼土粒子。

2 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。粘土ブロック。

3層極暗褐色細砂層粘性無、締り強。焼士ブロック 0

4 層明赤褐色細砂層粘性有、締り強。粘土プロック。

5層暗褐色細砂層粘性有、締り強。粘土ブロック。

6層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。粘土ブロック。焼土ブロック。

ー

4.1 

lIIt 

• 

可

_ F 

も

炭化材出土状況

Fig. 8 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H - 4 
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11 

∞ to u 

呂

Ia: 
(H-7 ・8)

1層 黒褐色細砂層粘性無、締リ強。砂質

土。 As-C 。

2層黒褐色細砂層粘性無、締り強。砂質

土。 As-C o

3層 黒褐恒細砂層粘性弱、締り強。 As-Co

4層 黒褐色細砂層粘性有、締り強。Hr-FP o

5 層 黒褐色細砂層粘性弱、締り強ロHr-FPo

6層 黒褐色細砂層粘性弱、締り強。焼土

ブロック。

7層 黒褐色細砂層粘性弱、締リ強。 As-Co

8層 黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C。

9 層 黒褐色細砂層粘性有、締り強。 As仁。

10 層 黒褐恒細砂層粘性弱、締り強ロ

111 曹 黒褐色細砂層粘性弱、締り強。

D L = 118 .GO m 

C L ニ 117.80 m 

H-5 ・7

(H-5) 

⑮ 

¥¥ " 1/ 

H-5 

ら

¥ 。。B 
P 1 

『旬、‘ーー 『、、ーーー

(H-7) 

。，
¥ 

H-7 。
堅持主面

P3 。
"- ー/

P 2 cCD 

仁.

1: 60 2m 

l層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 Hr-FP 。

2 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

l層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。焼士ブ口ッヲ。

2 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

3 層黒褐色納1砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

3 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。比較的混入物の少ない層。 4 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

。
1 : 30 

D ' 

H-5 竃

5 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 Hr-FPo

6 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

7層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。焼土ブロック。

l層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。焼土ブロック。

2 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。焼士プロック。 Hr-FP 。

3 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。焼土ブロック。 Hr-FP 。

D ' 4 周黒同色綱砂周粘性有、締り g~to 焼土'.1uν ク。焼成灰。

5層黒褐色細砂層 粘性無、締り有。焼成灰。カーボン粒子。

6 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。焼士ブロック。

7 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 地山ブロック。焼土ブロック。 Hr-FP 。

1m 

Fig.9 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H - 5 、H-7 、H-8
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E L= 118.30 m 

? 1:  30 

H-l0 

〈司

B' 

E
O
N

∞
 

<(1 巳
11 

B' ....l 
<(1 

一.

。 1: 30 

H-10 

1層暗褐色細砂層粘性無、締り強。砂質。 As-C。

2 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C。

3 層黒褐色細砂崩粘性無、締り強。 As-C 。

4層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

1m 

E' 

E' 

H-7・
1)冒煤絹色細砂層粘性有、締り有。カーボン7'1 的。

Z層黒褐色細砂層粘性有、締り強。焼土プロッウ。

3層黒褐色細砂層粘性有、締り強。焼士プロック。

4層 線褐色細砂層粘性有、締り強。 焼土プロック。

5層黒褐色細砂層粘性弱、締り有。焼成灰。

A 

④ 
H - 9 

A' 

A L= 118 30 m 5 A' 

。
1: 30 1m 

H-9 竃

11冒黒褐色細砂層粘性然、締り強。焼士ブロック。

2層黒褐色細砂層粘性線、締り強。焼成灰。焼土粒子。

3層極暗褐色細砂層粘性線、締り強。焼土ブロック。

4層黒褐色細砂層粘性然、締り強。焼土ブロッヲ。

5層極時赤褐色細砂層粘性無、締り強。よく焼けた焼土層。

C 仁'

仁 L ニ 118.40m c' 

1m 。
1: 30 1m 

H- lQ竃

1層極暗褐色細砂層粘性無、締り強。 Hr-FP 。焼土プロッヲ。砂質。

2 層黒褐色細砂層粘性無、締り強ロ Hr-FP 。焼士ブロック。砂質。

4層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。焼土ブロック。焼成灰。

3 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。砂質。 Hr-FP 。焼土プロック。

5層黒褐色細砂層粘性無、締り強。焼成灰。

6 層階褐色細砂層粘性無、締り強。 Hr-FP 。

Fig ，10 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H - 7 、 H-9 ，H -10 
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ト

。 H一11
P3 

¥。

。

...--.... の) (0¥ 
〔く】1 '-./ P2 巳) ¥' 
P 1 P 3 

06 M 
J 

クみJ シF 戸

H-ll 

いて!l 1層 黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。焼士粒子。
、ー

、 2 層 黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 Hr -FP 。焼土粒子。カーボン

粒子。

3層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 Hr -FP 。焼土粒子。カーボン

A' 粒子。

4層暗褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。焼土粒子。

5層暗褐色細砂層粘性弱、締り非常に強。 Hr-FP

H-12 

D' 1層黒褐色細砂層 粘性無、締り有。 Hr-FP 。砂層ブロック。

2 層黒褐色細砂層 粘性無、締り強ロ砂層ブロック。Il r-FPo 

3 層黒褐色細砂層 粘性有、締り有。砂質土。 Hr-FP 。

4層極暗褐色細砂層粘性有、締り強。砂質土比較的混入物

の少ない層。

5層 黒褐色細砂層 粘性弱、締り強。砂質土ぎらつく混入

物は少ない。

1 : 60 2m 6 層 暗褐色細砂層 粘性無、締り有。砂質土(総社砂層崩慎士)。

D L ニ 118.00 m 

H-l1 竃

l層黒褐色細砂層粘性有、締り有。

2 層赤褐色細砂層粘性有、締り有。焼土ブロック。天

E L ー 117.80111 E' 井崩墳土。
一一 20 層赤4局色細砂層粘性弱、締り有。焼土粒子。

ト L= 11 ワ30m r 
喝 3層黒褐色細砂層粘性弱、締り弱。焼成灰。 ム- ~一ー一一ーーよー

し」JJ「三三手~ j" 

E 

。 130 1lm 

E' 

。
m
 

1: 30 

Fig.11 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H-11 、H-12
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(⑧ 

d与ーコ@r J 
凶

堅微面

。P1 
H-13 

D 

D L = 117.80 m 

。
1 : 30 

D' 

D' 

αE 

、

H-13 

1 層黒褐色細砂層 粘性有、締り強。耕刊士。砂質土。

2層極時褐色細砂層粘性有、締り有。砂質土。

3層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。砂質士。

4層極晴褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FPo fIJ傑。

砂質土。

5層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 Hr-FP 。

6 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr -FP 。カー

ボン粒子。

7 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr -FP 。焼士

ブロック 0

8層黒褐色制砂層粘性有、締り強。 Hr-FP o

9 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

10 層黒褐色細砂層 粘性有、締り強。 Hr -FP 。丸山山

ブロック。

llJ 冒黒褐色細砂層粘性有、締り強。 HI -FP 。

12 層黒褐色細砂層 粘性有、締り強。 J山山ブロック。

ブ、ロッウ。

13 層黒褐色細砂層 粘性有、締り強。 J山山ブロック。

14 層黒褐色細砂層 粘性有、締り強。地山フ由ロック。

15 層黒褐色細砂層 粘性有、締り強。 J山山ブ口ッ 7 0

16 層黒褐色制砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

17 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。混入物の比較

的少ない均質属。

18 層極暗褐色細砂層 粘性有、締り強。地山ブロッウ。

HI '-FP 。

1 1 :  6 0 2 m  

1 m 

H-13 竃

l層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 Hr-FP 。焼土粒子。カーボン粒子。

2層極暗褐色細砂層粘性無、締り強。焼土ブロック。焼土粒子。

3層 黒褐色紺|砂層 粘性無、締り強。焼士ブロッヲロ焼士粒子。カーボン粒子。

4 層極暗褐色細砂層粘性無、締り強ロHr-FP 。力←ボン粒子。焼土粒子。

5層黒褐色細砂層粘性無、締り強。焼土ブロック。

6層黒褐色細砂層 粘性無、締り有。混入物の比較的少ない層。

7 層黒褐色細砂層粘性鎖、締り有。焼土ブロック。焼土粒子。

8層焼土ブロック

9層極暗褐色細砂層粘性無、締り有。焼士粒子。

4'層極暗褐色細砂層粘性無、締り有。焼成灰。

8層階褐色細砂層粘性有、締り有ロ焼土粒子。

Fig ， 12 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H -13 
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H- 13 

h :---

G 

仁 L = 11780 m 

H-14 。
堅徽面

。P2
¥OJ_ 

L ニ 117 .40 m 

H-l 4 ・15

1 層暗褐色細砂層粘性弱、締り強。砂質土。 Hr-FP 。

ι| 

E 

Cαp、D 3 • 

11 
....， 

LL I 

A' 

E 

Cαト、〉コ

ー
11 
....， 

B' 

。 1: 60 2m 

(H-14) 

c' 6 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。粘質士プ口、グク、 Hr-FPo

10 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 Hr-FP 。

8層黒褐色細砂層 粘性無、締り強。地山ブ、ロック、粘土ブロッ

ク、砂質土、焼土粒子。

9層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

7 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr -FP 、焼土粒子、力一

ボン粒子。

11 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。灰白色粘質土ブロック。

12 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。粘土ブロック、 Hr-FP 。

Z層暗褐色細砂層粘性無、締り強。砂質土。 Hr-FP 。粘質士ブロック。 13 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。地山ブロック。

3 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。砂質士。 Hr-FP 。粘質土プロック。 14 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

(H-15) 

4 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。砂質士。 Hr-FP 。

5 層晴褐色細砂層粘性無、締り強。砂質土。 Hr-FP 。

15 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。焼成灰、焼土粒子層ラミ

ナを呈すロ

16 層黒褐色細砂層粘性強、締り有。地山ブロック。

Fig.13 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H -14 、 H-15
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白l ∞ 

A 11 

④ 
¥¥ 

11 

ト'

A 一一 L 二 1119.00m

ト
¥¥ --

∞| 
♂---

A ' 

H-16 0 1: 60 2m 

l層黒褐色細砂層粘性有、締り有。耕作士。回質士。 ト『昨咽 ー『 一一一一一- 1

2層極暗褐色細砂層粘性有、締り強。砂質土。

3層黒褐色細砂層粘性弱、締り有。カーボン粒子。砂質士。

4層黒褐色細砂層粘性弱、締り有。カ←ボン粒子。砂質土。

5 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。砂質士。 Hr-FP 。

6層黒褐色細砂層粘性有、締り強。炭化材。焼士粒子ロ

7 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。カーボン粒子。

8 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。カーボン粒子。焼土粒子。

9層黒褐色細砂層粘性弱、締り有ロカーボン粒子。

10 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。焼土粒子。

エ?_L= 117. 80m B' 

H-18 

A 

ムド 119.00 叩

A L= 117 .70m A ' 

性
。 2m 

H-17 

1層黒褐色細砂層粘性無、締り有。 Hr-FA 。

2 層黒褐色細砂層粘性有、締り有。 Hr-FAc

3層黒褐色細砂層粘性有、締り有。

GP1 

④ 

。 。 ロ

A' 

H.18 

1層 黒褐色綱砂層粘性無、締り強。斑鉄発達旧表土。シルト質土。

2層 黒褐色細砂層粘性無、締り強。砂質で均質。

。 1: 60 2m 
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Fig.14 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H -16 、H-17 、H-18
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八'
H-I 日

l層階褐色綱砂層粘性無、締り非常に強い砂質。

c' 2 層灰黄褐色細砂層粘性無、締り強。砂質。水成11>積(ラミナ発達)

3 層極暗褐色細砂層粘性錦、締り強。 As-C，

4 層黒褐色細砂層粘性無、締り強ロAs-C。

5 届黒褐色綱砂層粘性無、締り強。 As-C，

6 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。As-C。

客土

E
O
h
h
ト

7 層極暗褐色細砂層粘性弱、締り強。As-C 。

8 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。As-C 。焼土プロック。

9 層階褐色刷砂層粘性弱、締り強。焼土プロッヲ。

10 層厳暗褐細砂土層粘性有、締り強。焼土粒子。

11I 菌黒縄色細砂層粘性弱、締り強。焼土ブロック。

12 層極暗褐色細砂層粘性弱、締り強。As-C 。

13 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。As-C。

14 届 黒褐色細砂届粘性娘、締り強。As-C 。

A 
∞| 

A' 

- L一一
ι 

L = 119. 10 m 

。
1: 60 2m 

H-19 

④ 

H-19 

A' 

A 
L'" 117 .90 m 

モー A' 

客土

~-→ャーア ラ ー I I ト 1L H -
顔、〈¥右手、コ二士てーっ -_-二三三 - --- 1---;:.でおここ云二主主宰辛ミヨミ房
07'.;0...D. 一一 -一二主.------ーー一一ー一一』ー←~ー一一----.てご二了一「コ三ア.-r 17 rコι/ι旦 - ー一一寸可、ー『ミL...)L..l_ _12 ~ 

後後務後傷後物物傷後物物務物物履物揚物傷後後物務務協

ζL= 117.50m~ 旦L= 118 .00 m B ' 

ゑ疑 物 J
。 1: 60 2m 

←一一一一一一1

H-20 ・21

1層黒褐色綱砂層粘性無、締り強。 As-C。

2 層黒褐色細砂層粘性織、締り強。 As-C ，

3 層黒褐色細l沙層粘性無、締り強。 As-C，

4 属黒褐色細砂層粘性娘、締り強。 As-C，

5 層黒褐色細砂層 粘性有、締り強。 As-C 。

(H-20l 

6 層黒褐色細砂層粘性無、締り強"As-C " 

7層黒褐色細砂層粘性無、締り強。As-C，

8 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。As-C ，

9 層黒伺色畑l砂層粘性有、締り強。 As-C。

10 層黒褐色細砂崩粘性然、締り強。 As-C 。

11 層黒褐色細砂層粘性側、締り強。 As-C 。

12 層黒褐色細砂層粘性織、締り強。 As-C 。

13 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C。

14 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C 。

(H-21l 

15 厨 黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C ，HI -FA プロッ ク。

16 届 黒褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C。

17 庖黒褐色納砂層粘性無、締り強。 As-C。

18 届黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C。

19 層黒褐色納砂層粘性弱、締り強。 As-C。

20 層黒褐色細砂層 粘性無、締り強。 As-C 。

21 届黒褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C。

22 厨極暗褐色細砂層粘性弱、締り強。混入物の少ない均質層。

23 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。砂質。小門隙。

Fig.15 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H -19 、H-20 、H -21
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D 
~， H-21 竃

ニー l層黒褐色細砂層粘性有、締り有。 As-C 。焼士プロック。
2 層暗赤褐色細砂層粘性強、締り有。砂層ブロック。

3層黒褐色細砂層粘性強、締り有。焼士ブロック。

4層暗赤褐色細砂層粘性強、締り強。焼土ブロック。

5層暗赤褐色細砂層粘性無、締り有。焼成灰。

6 層 暗赤褐色細砂層粘性弱、締り有。焼成灰。焼土ブロック。焼土粒子の混士(不均質)。

7層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。焼土粒子。焼成灰。

8層黒褐色細砂層粘性有、締り強。混入物の比較的少ない均質。

9層附同色細砂層粘性無、締り有。砂層ブロック。

D L=  117 .90m D' 

。
1: 30 1m 

A 
A' eol 

H- 22 乃ノグ
④ 自

CれαDJ 3 

同

11 

A' _， 

H-22 

1層極暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

2 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

3 層極暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

4 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

5 層極暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

6 層極暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

7 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。。
1: 60 2m 

8 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C 。
トー戸「唱 -‘+ 

9 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C 。

10 層極暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

Fig.16 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H -21 、H-22
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P 1 

H- 23 

E
g
g
--HJl引<( 

?ー←ー 1: 60 2lm 

H-23 ・24

1層黒褐色細砂層粘性有、締り強。耕作土。 砂質土。

2 層極暗褐色細砂層粘性有、締り有。砂質土。 不均質。

3 層黒褐色細砂眉粘性有、締り弱ロ Hr-FP 。

4 層極暗褐色細砂層粘性有、締り強。円礁。 Hr-FP 。

5 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強固 Hr-FP 。

6 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。カーボン粒子。

7層黒褐色細砂層粘性有、締り強。焼土プロッウ。

9 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。地山プロック。

10 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。焼士プロック

11 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 Hr-FP 。

12 層黒褐色細砂層粘性有、締り有。地山ブロック白焼士粒子。

1~層黒褐色制砂層粘性有、締り強白地山ブロック。

B • B' 
¥φー守-

1 撃主ダ宮
1.= I ia，30 111 

C -1 (B-B') 

1膚黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 As 心。

2層鳳褐色細砂層粘性無、締り強。As-C .

R層晴禍色納砂層粘性無、締り事前.A，-r~ 

4 層階褐色細砂層粘性無、締り強。As-C。

5眉黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As -C。

C-l 

，__j気象:
L = 118.30 m 

C-1 (A - A') 

l属黒褐色細砂崩粘性無、締り強。 As-C 。

2 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

20 層黒褐色細砂崩粘性無、締り強。 As.{; ，

3層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C.

4層黒褐色細砂層粘性然、締り強。 As-C 。

5層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C.

6 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 A，-C。
7層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C.

8層暗褐色細砂崩粘性無、締り強。 As-C 。

9層階褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C

10 層黒褐色細砂崩粘性弱、締り強。 As-C 。

11 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強固 As-C 。

c c' 

ー

~ 

「さゴ ⑧ 

。 1: 60 

ヒェコニエニー
2m 

C - 1 (C-C ') 

11 曹黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

2層黒褐色細砂層粘性無、締り強。As -C。

3層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C 。

Fig.17 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H -23 、H-24 、C - 1
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A' 
¥ノユL

A L ニ 117.90m

二二二二一一

B' 

2m 

111 

B L= 117 .50 m 

W-2 

1層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-Co

2 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

3 層 Hr-FA

4 層極暗褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C 。

5 層黒褐色細砂層粘性強、締り強。 As-C 。遺物包含層。

6 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C 。

7 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。シルトブロックロ

8 層黒褐色細砂層粘性強、締り有。 As-C ，

9 層黒褐色細砂層粘性有、締り有。 As-C 。

101 圃黒褐色細砂層粘性有、締り有。 As-C ，

11 層黒褐色細砂層粘性有、締り有。 As-C 。

一w一
?一一一 1: 60 

1 :60 2lm 

B' 

L = 118 .50 m 

。

B 

元総社蒼海遺跡群 (56) (61) w- 1、W-2
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1)> 

I:J:: 

¥ア

④ 

。 i予て

④ 

。 1: 60 

l 宇一一宇一 ・一一

T-I 

l層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C o

2 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-Co

3 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C o

4 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C 。

5 層黒褐色制砂層粘性有、締り強。 As-C o

6 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C 。

7 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C o

8 層黒褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C 。

2m 
A' 

T- 2 ・3 ・4

l層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-Co 16' 層時褐色細砂層粘性無、締り有。 As-C 。

2 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。砂質土。 As-C o 17 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C ，

3 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C ， 18 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

4 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C ， 19 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C ，

5 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-Co 20 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C ，

6 層暗褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C ， 21 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

7 層暗褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-Co 22 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C ，

B層階褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C ， 23 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C ，

9 層暗褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C ， 24 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

10 層暗褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C ， 25 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

2m 11 層暗褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C ，

J 12 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

13 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

14 層暗褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C 。

15 層暗褐色細砂層粘性有、締り強。 As-C 。

16 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

B 

し一
o 1:60 2m 
l Fー・， - I 

26 層階褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

27 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

28 層暗褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C ，

29 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

30 層暗褐色納砂層粘性有、締り強。 As-C 。

1)> 

④ 
T-5 

1層暗褐色細砂層粘性無、締り強。閉質土

2 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C ，

3 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C ，

4 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

5 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

6 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。砂質。 As-C 。

7 層暗褐色細砂層粘性無、締り強。砂質。 As-C 。

11 )> 

B' 

Fig.19 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) T - 1 ~ 5 
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ff /- ~~)) ~ ' ~-~黒褐色細砂層粘性無締り有。砂質土o :IJ-;Kン粒子。問。
H 仰 2 色砂層粘性無、締り有。砂質土。均質。
¥1 D 一3 仰

札 /ノノ⑮:ア!ケ一黒醐一褐

I層黒褐色細砂層粘性無、締り有。 Hr-FP 。

A' 2層黒褐色細砂層粘性無、締り有。やや砂質。
3 層 黒褐色細砂層粘性弱、締り有。砂質土。

4層 暗褐色細砂層粘性無、締り有。砂質土。砂礁。

5層 暗褐色中砂層粘性無、締り強。砂様。

6 層 暗褐色粗砂層粘性無、締り強。砂礁。

7層 暗褐色組砂層粘性無、締り強。砂様。

午 、A1
ーとこどE こ一一一一一」ー | 

客土

。 ， : 60 

1 三ヨー
d' d. L = 118.20 m 

D-5 。 ，: 60 

qむ

A L= 119.70m A' 

T-6 

1層暗褐色細砂層粘性無、締り有。 As-C 。

2 層黒褐色細砂層粘性無、締り有。砂質。 As-C 。

3層黒褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

4層暗褐色細砂層粘性無、締り強。 AS-C o

5 層黒褐色細砂層粘性弱、締り強。 As-C 。

2m 

2m 

D-5 

1層 階褐色細砂層粘性無、締り非常に強砂質土。

客土 Z層 灰黄褐色細砂層 粘性無、締り強。水成堆積(ラミナ発達)

3 層 暗褐色細砂層粘性無、締り強。砂質土。

4層 暗褐色細砂層粘性無、締り強。やや副質。灰黄褐色軽石。

5 層 暗褐色細砂層粘性無、締り強。 As-C 。

6層 極暗褐色細砂層粘性弱、締り強。ややシルト質土。

。 ， : 30 1m 

Fig.20 元総杜蒼海遺跡群 (56) (61) T - 6、D-1 ・3 ・5
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Fig.21 元総社蒼海遺跡群 (56)(61) 縄文時代・弥生時代出土遺物
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3 (H-1) 

5 (H-3) 

7 (H-7) 

¥、4 ノ ~ムJ

10 (H-7) 11 (H-7) 

、二主d

-0 
¥にこ二ニフ三

13 (H-10) 

12 (H-9) 

15 (H-11 ) 

14(H-1 1) 

¥ 

18(H-11) 

0 1 :  4 1Ocm 

(2 ・3. 12) 

16(H-1 1) 
17 (H-1 1) 
。 1: 3 10cm 

Fig.22 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H - 3 ・7 ・9 ・10 ・11 出土遺物
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惨Y ~ 
19(H-4) 21 (H-4) 
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Fig.23 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H - 4 出土遺物
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F ig.24 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H -12~15 ・ 18出土遺物
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Fig.25 元総社蒼海遺跡群 (56) (61) H -21 ・22 ・24 、C-1 、W-2 出土遺物
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Fig .26 元総社蒼海遺跡群 (56) ・(61) T - l ・2 ・3 ・4、 1 - 1出土遺物
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V 元総社蒼海遺跡群 (72)





1 調査区の概要

本調査区は蒼海遺跡群 (61)の西北西約 100m ほどに位置し、標高約118m 程を図る。調査区の北西には五千石

用水がかつては流れており、台地の西の縁辺でもあることから、遺構の密度は低い。 検出された遺構は、平安時

代の竪穴住居跡が l軒、その竪穴住居跡より新しい溝跡 l条を検出した。

2 基本層序

I層暗褐色細砂層現表土。

II 層 暗褐色細砂層 As -C を混入する砂質土層。

III 層暗褐色組砂層 As -C (II 層より粒度は大きい)を混入する砂質土 川 師"

層。

IV 層 暗褐色粗砂層 総社砂層起因の砂質土ブロッ ク混入する。 L. 1l 8J~)-" 

X255 ，Y88 

H 

11 1 

N 

3 遺構と遺物

(1) 竪穴跡住居跡
Fig.27 元総社蒼海遺跡群 (72)

基本層序

H-l 号住居跡 (Fig.2 8、PL. 8) 

位置 X255 、Y85 ・86 グリッド 主軸方向 N - 10 1'- E 形状等角丸方形 東西(2.02) m 南北3.30m 壁

現高14.5cm 面積 (5.07) m' 床面 ほぽ平坦である。 竃南東部の床面に焼土が確認できる ところから調査

区外の東壁南東隅に存在するものと思われるが、詳細は不明。 重複 W-1 と重複しW-l- 1より古い 出

土遺物土師器・坪、高台椀、灰粕陶器片、瓦時期 10 世紀

(2) 溝跡

W-l 号溝跡 (Fig .28 、PL. 8) 

位置 X255 、Y85 ・86 グリッド 形状等円形 最大上幅62.0c m 最大下幅30.0 cm 深さ 9.5c m 重複 H-1

と重複しH-1 より新しい。 出土遺物なし時期不明

Tab.5 元総社蒼海遺蹟群 (72) 出土土器観察表

番号
出土遺構

器種名
①口径②鴇高 ①胎土②焼成

器粧の特徴・整形 ・調鰹伎術 登録番号 備考
層位 ③!正径 ③色調④遺存度

1 日一 1
須恵器 ① 11.2 ②3.5 ①細粒②良好 犠組提形。底部回転糸切り離し後無調整。体部は底部から内消で立ち上り、口

覆土
杯 ③ ③ 10YR8/4 浅黄櫨④1/3 唇部はやや外反気味。

2 H - l 
土日市器 ① ②ー ①中粒 ②良好

底部回転ヘラケズリ後高台貼り付け。 覆土
杯 @6.7 ③ 10YR8 /4浅黄樟 ④ 

3 H - l 平瓦
① ② ω @ 

覆土
③ ③ ④ 

4 H ー 1
須且〔器 ωL11 8J ② 1 9 ①細粒②良好 犠櫨整形。底部回転切り離し後高台ケズリダシ。口縁大きく聞き底部から内前

誼i土
皿 ③ @2.5YR7/1 灰白@ 気味に口縁に至る。

5 H - l 羽釜
① ②(7.8) ① ② 

日縁部にかけて内傾し、断面三角形の鍔を貼付するe li1土
③ ③ @破片

6 H - 2 羽釜
① ②(7.9) ① @ 

口縁部にかけて内傾し、断面三角形0)鍔を貼付するロ 槌土@ ③ ④破片
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Fig.28 元総社蒼海遺跡群 (72) 調査区全体図

Y89 

話 Ccc コ 、卜o、 rp、、4 
~ ~ 、

卜:!!.、| 〉戸pl、ーl 』田 1
。 10 m 

企 L= 119 .60 m A ' 

o 1:60 2m 
l 下 ' 一一ー一一一 l 

H-I号住居跡層序説明

l層黒褐色細砂層粘性無、締り強。砂質土。Hr-FP o

2 層黒褐色細砂層粘性無、締り強。Hr .FP 。

3層黒褐色細砂層粘性無、締り強。Hr.FP 。

4 層 極目的自色細砂層 粘性無、締り強，Hr-FP o 

5層黒褐色細砂層粘性有、締り強。Hr -FP 。

6層極暗褐色細砂層粘性弱、締り強， Hr FP ， 

Fig.29 元総社蒼海遺跡群 (72) H - l、W - l
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VI 元総社蒼海遺跡群 (73)





調査区の概要

本調査区は蒼海遺跡群 (61) の西南西約140m にほどに位置し、標高約118m 程を図る。調査前には住宅が建つ

ており、住宅建設・撤去に伴うと思われる撹乱が存在するほか、確認面まで達する木根等により保存状態はよく

また、調査区の北は西に向かう道路が切り通し状に存在し、調査面積は136 ぱほどであった。なかった。

本調査区の発掘調査は、以上のような状況から遺構の検出は少なく、出土遺物もほとんど皆無であった。

基本層序2 

X260 ，YI09 

L V 
現表土。暗褐色 (10YR3/3) 細砂層I層

比較的均質で As-C を混入する砂

質土層。

暗褐色 (10YR3/3) 細砂層11 層

As-C (11 層より粒度は大きい)を暗褐色 (10YR3/4) 細砂層凹層

混入する砂質土層。

元総社蒼海遺跡群 (73)

基本層序

旦NL= L r山"'，総社砂層起因の砂質土ブロック混

入する。

暗褐色 (7.5YR3/4) 細砂層IV 層

Fig.31 

遺構と遺物

A-1 号道路状遺構 (Fig.31 、P L. 8) 

3 

I 重複最大幅70cm長さ 9.20m形状等N-116 0-E  主軸方向X259~261、 Y108 ・ 109グリッド位置

不明時期なし出土遺物-1 と重複し 1 - 1 より古い。

1-1 号井戸跡 (Fig.31 、PL. 8) 

X263 

X=43 ，568 

X=43 ，564 

近現代時期

X262 

なし出土遺物

X261 

A-1 と重複しA-1 より新しい。

X260 X259 X258 

重複X261 、Y109

X257 X256 

Y108 

位置

X=43 ，560 Yll0 

10m 。
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P L. 

元総社蒼海遺跡群 (61) 調査区全景(西から)

元総社蒼海遺跡群 (61 )調査区全景(西から) 元総社蒼海遺跡群 (61) 調査区全景(北から)



P L . 2 

元総社蒼海遺跡群 (61) H - 1 号住居跡(西から) 元総社蒼海遺跡群 (61) H-2 号住居跡(北から)

元総社蒼海遺跡群 (61) H-3 号住居跡(西から) 元総社蒼海遺跡群 (61) H -3 号住居跡・竃(西から)

元総社蒼海遺跡群 (61) H - 4 号住居跡(西から)



P L . 3 

元総社蒼海遺跡群 (61) H ← 4 号住居跡・ 竃 元総社蒼海遺跡群 (61)H -5号住居跡・ 竃

元総社蒼海遺跡群 (61)H - 5 ・7 ・8号住居跡(西から)

元総社蒼海遺跡群 (61)H -7号住居跡 ・竃 元総社蒼海遺跡群 (61)H - 9 号住居跡 ・竃



P L . 4 

元総社蒼海遺跡群 (61) H - 10 号住居跡 元総社蒼海遺跡群 (61) H - 10 号住居跡・竃

元総社蒼海遺跡群 (61) H - 11 号住居跡(西から) 元総社蒼海遺跡群 (61) H - 11 号住居跡・竃

元総社蒼海遺跡群 (61) H - 12 号住居跡(西から) 元総社蒼海遺跡群 (61) H - 13 号住居跡(西から)

元総社蒼海遺跡群 (61) H - 14 ・15 号住居跡 元総社蒼海遺跡群 (61) H - 16 号住居跡(東から)



P L . 5 

元総社蒼海遺跡群 (61)H - 18 号住居跡(東から) 元総社蒼海遺跡群 (61)H - 19 号住居跡(南から)

元総社蒼海遺跡群 (61) H - 20 号住居跡(西から) 元総社蒼海遺跡群 (61)H - 21 号住居跡(西から)

元総社蒼海遺跡群 (61) H - 21 号住居跡 ・篭 H -21 号住居跡遺物出土状況

元総社蒼海遺跡、群 (61)H - 22 号住居跡 元総社蒼海遺跡群 (61)H - 23 ・24 号住居跡



P L . 6 

元総社蒼海遺跡群 (61) C - 1号方形周溝墓(東から)

C - 1号方形周溝墓遺物出土状況 元総社蒼海遺跡群 (6 1)W - 1号溝跡(南部)

元総社蒼海遺跡群 (61) w← l号溝跡(北部) 元総社蒼海遺跡群 (6 1)W - 2号溝跡(東から)



P L. 7 

元総社蒼海遺跡群 (61) W -2 号溝跡土層堆積状況 元総社蒼海遺跡群 (61) T-1 号竪穴状遺構

元総社蒼海遺跡群 (61) T - 2~4 号竪穴状遺構 元総社蒼海遺跡群 (61 ) T-5 号竪穴状遺構

元総社蒼海遺跡群 (61) T-6 号竪穴状遺構 元総社蒼海遺跡群 (6 1) D-l 号土坑

元総社蒼海遺跡群 (61) D -2号土坑 元総社蒼海遺跡群 (61) D -3 号土坑



P L. 8 

元総社蒼海遺跡群 (61) D - 5 号土坑 元総社蒼海遺跡群 (61) D-6 号土坑

元総社蒼海遺跡群 (61) 1 - 1号井戸跡 元総社蒼海遺跡群 (72) H - 1号住居跡

元総社蒼海遺跡群 (73) 調査区全景(東から)
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